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埼経協ニュース388号

『第５回科学の甲子園埼玉県大会』は、埼玉県内国立、公立、私立の高等学校の生徒を対象として科学
技術・理科・数学等における競技を実施します。埼玉県大会優勝校は全国大会に出場します。
科学の甲子園は全国の科学好きな高校生が集い、競い合い活躍できる場の構築を通じ、科学好きの裾野
を広げるとともにトップ層を伸ばすことを目的として毎年開催しております。是非とも本趣旨にご賛同を
賜り、第５回全国科学の甲子園埼玉県大会および全国大会に協賛いただける企業を募集いたしております。

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’15 月号

日本経団連 埼玉
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第5回科学の甲子園大会協賛金

協賛金10万円／一社

●県大会の応援企業として
・県大会の当日表彰プレゼンテーターとして登壇い
ただきます

・県大会開会式および閉会式会場にサイン（ロゴ）
掲出いたします

・県大会広報資料に企業名記載
・サイン（ロゴ）の提供

●埼玉県大会と全国大会の詳細は、次ページをご覧ください。
「第5回科学の甲子園全国大会 参加校一覧および協賛企業一覧」を掲載！

■協賛申込先 （一社）埼玉県経営者協会
次ページの参加申込書に必要事項をご記入の上、（一社）埼玉県経営者協会宛に FAXで
10月15日㈭までにお申し込みください。

■協 賛 先 国立研究開発法人科学技術振興機構 科学の甲子園全国大会 事務局

協賛金の振込等の諸手続きは、申し込み後別途本会よりご連絡いたします。

●全国大会の協力企業として
・全国大会参加生徒向け記念品の制作費等
・JST（国立研究開発法人科学技術振興機構）のホームペ
ージ上での紹介

・全国大会記者説明会（28年2月予定）での企業名のご紹介
・全国大会会場のサイン（ロゴ）の掲出
・全国大会会場配布資料への企業名記載

協賛内容

ご案内

申し込み方法

8・9

埼玉県のマスコット
「コバトン」

― 1 ―



�����������������������������������������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

目

次

頁

�
科
学
の
甲
子
園
を
応
援
し
よ
う
！

一
〜
三

�
第
七
回
・
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー四

�
第
四
回
・
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

五

�
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員

会

六

�
第
一
〇
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム六

�
第
一
回
・
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員

会

七

�
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

八

�
第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

八

�
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

九

�
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

九

�
平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
二
講
・
第
三
講

一
〇

�
青
年
経
営
者
部
会
七
月
例
会
・
八
月

例
会

十
一

�
埼
玉
大
学
研
究
者
と
の
出
会
い
の
広

場

十
二

�
も
の
つ
く
り
大
学
へ
よ
う
こ
そ

十
三

�
埼
玉
県
の
最
低
賃
金
改
定

十
四

�
企
業
経
営
動
向
調
査

十
五
〜
十
七

�
低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
見
直
し十

八

�
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
労
働
法

二
〇

�
埼
玉
県
か
ら
の
お
知
ら
せ

二
一

�
日
本
経
団
連
の
動
き

二
二

�
事
業
だ
よ
り
、
自
分
の
中
の
他
人
、

広
告

二
三

�
告
知
版
、
会
員
の
動
き

二
四

第 5 回 科科学学のの甲甲子子園園 埼玉県大会
『第5回科学の甲子園埼玉県大会』は、埼玉県内国立、公立、私立の高等学校の生徒が科学技術・理科・数学

の力を競う競技会です。埼玉県大会の優勝校は全国大会に出場します。科学の甲子園は、日本中から科学好きな
高校生が一堂に集い、競い合います。第1回大会の優勝校は埼玉県立浦和高等学校です。

■期日 平成27年10月31日㈯
■場所 埼玉県立総合教育センター 10 : 00より
特別講演

科学好き高校生のための「宇宙研究最前線」
講師紹介
東京大学宇宙線研究所
准教授 大内正己 氏

●プロフィール
1976年生まれ。東京大学大学院理学系研究科博士課程修
了。理学博士。アメリカ宇宙望遠鏡科学研究所ハッブル・フ
ェロー、カーネギー天文台カーネギー・フェローを経て、現
在、東京大学宇宙線研究所准教授。東京大学カブリ数物連携
宇宙研究機構の科学研究員を併任。平成19年度日本天文学
会研究奨励賞、平成26年度文部科学大臣表彰若手科学者賞
などを受賞。平成25年にBeatrice M. Tinsley Scholar
に選出。著書に『宇宙の果てはどうなっているのか？～謎
の古代天体「ヒミコ」に挑む』（宝島社）や『宇宙』（小学
館の図鑑NEO）などがある。

●研究分野
宇宙史初期、銀河形成、宇宙の大規模構造、観測的宇宙論。

主 催 彩の国 埼玉県教育委員会

問い合わせ 埼玉県 教育局県立学校部 高校教育指導課
理科教育担当 TEL：048－830－6625

『科学の甲子園埼玉県大会』概要
1．開催日程
平成27年10月31日㈯

集合・点呼 9：30～10：00
開 会 行 事 10：00～10：30
筆 記 競 技 10：40～11：40
休憩・昼食 11：50～12：40
説明・点呼 12：40～12：50
総 合 競 技 12：50～14：50
講 演 15：00～16：10
結果・表彰 16：20～16：40

2．県予選出場チーム
1校単位で編成された6名で構成

3．競技の種類
筆記競技と総合競技からなる。
①筆記競技（60分）
数学・物理・科学・生物・地学・
情報より出題
②総合競技（120分）�

総合得点1位のチームは、茨城県つ
くば市で開催される全国大会に出場。
（平成28年3月18日㈮～21日㈪）

（一社）埼玉県経営者協会 宛（FAX 048－641－0924）
『第5回科学の甲子園』協賛参加申込書

＠

会社名

住所

ご担当者所属・氏名・ＴＥＬ

連絡先メールアドレス

開催案内

埼玉県のマスコット
「コバトン」平成26年度県大会の様子
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「第５回科学の甲子園全国大会」の協力企業としても登録となります。

協働パートナー一覧〈参考〉
協賛企業・団体

旭化成株式会社
インテル株式会社
株式会社内田洋行
株式会社学研ホールディングス
ケニス株式会社
株式会社講談社（Rikejo）
一般社団法人埼玉県経営者協会
CIEE（ETS TOEFL）
株式会社島津製作所／株式会社島津理化
株式会社常陽銀行
株式会社筑波銀行
帝人株式会社
トヨタ自動車株式会社
株式会社ナリカ
公益社団法人日本理科教育振興協会
パナソニック株式会社
株式会社日立製作所
株式会社 UL Japan

平成27年7月8日時点（50音順）

No
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

一覧に協力企業として企業名掲出いたします

『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『『科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科科学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学ののののののののののののののののののののの甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園園 全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』』（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（iiiiiiiiiiiiiiiiiiiiinnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくばばばばばばばばばばばばばばばばばばばばば）））））））））））））））））））））
第5回全国大会（平成27年度）
日時：平成28年3月18日㈮～21日㈪
場所：つくば国際会議場、つくばカピオ（茨城県つくば市）
主 催 国立研究開発法人科学技術振興機構

「科学の甲子園」とは、科学・数
学好きな高校生が集う全国規模の科
学コンテストで、今年度で5回目と
なります。
野球の甲子園のように、全国47都

道府県で選ばれた高等学校（相当）
の代表生徒6～8名（高校1、2年
生）がチームとなって、全国大会に臨
みます。都道府県での選考は各教育
委員会の実施となります。
全国大会では、学校対抗で、科学

技術・理科・数学等の複数分野にお
ける筆記・実技競技を行い、チーム
での総合点を競います。
優勝チームには、文部科学大臣賞

と米国サイエンスオリンピアドへの
特別参加権が与えられます。

実技競技③「登れ！筑波山」
回生ブレーキによるエネルギー
をコンデンサに蓄える充電カーと、
そのエネルギーにより空中ロープ
を登るロープウェイを製作し、タ
イムレースを行う。実技競技③「登れ！筑波山」実技競技②「THE地学」実技競技①「つくばの名水」

実
施
競
技

第
４
回
全
国
大
会
出
場
校
一
覧

優 勝 渋谷教育学園幕張高等学校チーム
（千葉県代表）

第2位 白陵高等学校チーム（兵庫県代表）
第3位 静岡県立清水東高等学校チーム

（静岡県代表）

第4回全国大会（平成26年度）
日時：平成27年3月20日㈮～23日㈪
場所：つくば国際会議場、つくばカピオ（茨城県つくば市）
参加：47校、370名 報道件数：502件（都道府県選考関連含む）

出場チーム
滋賀県立膳所高等学校
洛星高等学校
大阪教育大学附属高等学校 天王寺校舎
白陵高等学校
奈良県立奈良高等学校
智辯学園和歌山高等学校
鳥取県立鳥取西高等学校
島根県立益田高等学校
岡山白陵高等学校
広島学院高等学校
山口県立徳山高等学校
徳島県立城南高等学校
香川県立高松桜井高等学校
愛媛県立松山西中等教育学校
高知学芸高等学校
久留米大学附設高等学校
佐賀県立唐津東高等学校
長崎県立長崎西高等学校
真和高等学校
大分県立大分上野丘高等学校
宮崎県立宮崎西高等学校
ラ・サール高等学校
昭和薬科大学附属高等学校
茨城県立並木中等教育学校

【各都道府県の代表選考】約1，050チーム・7，650名が参加

都道府県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

ジュニア大会優勝チーム

番号
２５
２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８
３９
４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８

出場チーム
北海道札幌西高等学校
青森県立八戸高等学校
岩手県立盛岡第一高等学校
宮城県仙台第三高等学校
秋田県立秋田高等学校
山形県立米沢興譲館高等学校
福島県立福島高等学校
茨城県立水戸第一高等学校
栃木県立宇都宮高等学校
群馬県立前橋女子高等学校
埼玉県立大宮高等学校
渋谷教育学園幕張高等学校
筑波大学附属駒場高等学校
栄光学園高等学校
新潟県立新潟高等学校
富山県立富山中部高等学校
石川県立金沢泉丘高等学校
福井県立藤島高等学校
山梨県立吉田高等学校
長野県松本深志高等学校
岐阜県立岐阜高等学校
静岡県立清水東高等学校
愛知県立岡崎高等学校
三重県立四日市高等学校

都道府県
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

番号
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３
２４平成26年度第4回全国大会の様子
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平
成
二
七
年
度
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
未
来
を
問
う
〜
イ
ン
ダ
ス
ト

リ
ー
4
・
0
時
代
の
到
来
を
踏
ま
え
て
』と
題
し
て
、

日
本
経
済
新
聞
編
集
委
員

関
口
和
一
氏
が
構
演

平
成
二
八
年
度
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

『
円
高
・デ
フ
レ
が
日
本
を
救
う
』

〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
い
う
経
済
政
策
の
誤
り
を
論
じ
、ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
に
代
わ
る
選
択
肢
を
示
す
』と
題
し
て
、慶
應
義
塾
大
学

大
学
院
経
営
管
理
研
究
科
准
教
授
小
幡
績
氏
が
講
演

ド
イ
ツ
の
ハ
ノ
ー
バ
ー
で
本
年
3
月
欧

州
最
大
の
Ｉ
Ｔ
見
本
市
「
Ｃ
ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
」

が
開
催
さ
れ
、デ
ジ
タ
ル
経
済
を
表
す「
デ

ィ
コ
ノ
ミ
ー
」
が
今
年
の
テ
ー
マ
で
Ｉ
Ｔ

に
よ
る
製
造
業
の
革
新
を
促
す
「
イ
ン
ダ

ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
技
術
に
大
き
な
関

心
が
集
ま
っ
た
。「
第
4
次
産
業
革
命
」

と
も
い
え
る
こ
の
動
き
は
、
産
官
学
で
産

業
競
争
力
を
高
め
よ
う
と
い
う
ド
イ
ツ
の

一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
セ
ン
サ
ー
や
通

信
技
術
を
使
い
、
製
造
装
置
や
工
場
を
結

ん
で
生
産
管
理
や
受
発
注
な
ど
を
完
全
自

動
化
す
る
試
み
で
、
生
産
効
率
を
高
め
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
工
場
の
仮
想
化
を
目
指
し

て
い
る
。

ま
た
、
米
国
で
も
ド
イ
ツ
と
似
た
構
想

で
あ
る
「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
が
Ｇ
Ｅ
、

シ
ス
コ
シ
ス
テ
ム
ズ
、
Ｉ
Ｂ
Ｍ
な
ど
が
参

加
し
て
発
足
し
、
中
国
で
も
「
中
国
製
造

2
0
2
5
」
を
掲
げ
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
な
ど
を
通
じ
製
造
業
の
高
度
化
を
狙

う
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
従
来
の
も
の
づ
く
り
か
ら
抜
け

切
れ
て
い
な
い
日
本
は
Ｉ
Ｔ
と
製
造
技
術

の
融
合
を
真
剣
に
考
え
な
い
と
、
こ
れ
ら

の
国
々
に
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
の
未
来

を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
懸
念
が
あ
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
十
七

日
㈮
の
第
七
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、

日
経
新
聞
紙
上
で
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
係
る
最
先

端
の
動
向
に
つ
い
て
論
説
を
展
開
さ
れ
て

い
る
、
日
本
経
済
新
聞

編
集
委
員

関

口
和
一
氏
に
御
講
演
い
た
だ
き
、
四
十
三

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・「
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
」
の
背
景

に
は
、
ド
イ
ツ
が
直
面
す
る
複
雑
な
経

済
環
境
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
そ
れ
は
ド

イ
ツ
が
誇
る
製
造
業
の
存
在
感
の
低
下

と
、
ク
ラ
ウ
ド
を
駆
使

し
て
得
ら
れ
た
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
を
活
用
し
、
サ

ー
ビ
ス
の
付
加
価
値
創

出
を
目
指
す
米
国
へ
の

危
機
感
が
大
き
い
。

・
米
国
で
代
表
的
な
の
は
、

Ｇ
Ｅ
が
提
唱
す
る
「
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
ア
ル
・
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
」。
自

社
製
品
に
取
り
付
け
た
セ
ン
サ
ー
か
ら

得
ら
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
活
用
し
、

機
器
制
御
の
効
率
化
や
搭
載
機
器
の
最

適
な
保
守
管
理
を
提
案
す
る
、
新
し
い

サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
が
一
例
。
例
え
ば
世

界
中
で
運
行
す
る
航
空
機
か
ら
得
ら
れ

た
飛
行
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
Ｇ
Ｅ
が
最

適
な
燃
費
効
率
の
飛
行
ル
ー
ト
を
航
空

会
社
へ
提
案
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
大
幅

な
経
費
節
減
に
つ
な
げ
た
事
例
も
あ
る
。

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
4
・
0
は
、
消
費
者

の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
製
品
供
給

を
可
能
と
し
た
生
産
シ
ス
テ
ム
を
実
現

す
る
。
製
品
の
開
発
設
計
情
報
、
生
産

プ
ロ
セ
ス
、
さ
ら
に
は
マ
ー
ケ
ッ
ト
ニ

ー
ズ
に
応
じ
た
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
管

理
を
デ
ジ
タ
ル
化
・
デ
ー
タ
化
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
多
品
種
少
量
生
産
か
ら

変
種
変
量
生
産
が
可
能
と
な
る
。
例
え

ば
、
一
本
の
製
造
ラ
イ
ン
で
、
発
注
を

受
け
た
全
車
種
を
製
造
す
る
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
在
庫
減
少
や
高
稼
働
率
実
現

な
ど
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
。
ド
イ

ツ
に
は
こ
う
し
た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4
・
0
仕
様
の
工
場
を
新
興
国
に
輸
出

し
、
世
界
標
準
を
目
指
す
戦
略
が
あ
る
。

・
日
本
で
も
Ｉ
Ｔ
活
用
に
よ
る
オ
ー
ト
メ

ー
シ
ョ
ン
化
に
よ
り
生
産
性
は
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
だ
が
、
あ
く
ま
で
大
量
生
産
の

発
想
か
ら
抜
け
切
れ
て
い
な
い
。
自
立

的
な
変
種
変
量
生
産
が
可
能
と
な
る
に

は
機
械
間
、
企
業
間
を
デ
ー
タ
で
つ
な

ぐ
こ
と
が
前
提
。
今
後
の
課
題
と
し
て
、

①
閉
じ
ら
れ
た
自
社
シ
ス
テ
ム
の
オ
ー

プ
ン
化
（
標
準
化
）、
②
デ
ー
タ
解
析

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
育
成
③
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
対
応
、
な
ど
が
あ

り
、
産
学
官
共
通
の
危
機
感
の
も
と
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
取
組
む
必
要
が

あ
る
。

二
〇
一
四
年
十
一
月
二
一
日
、
安
倍
首

相
は
衆
議
院
を
解
散
し
た
。
記
者
会
見
で

安
倍
首
相
は
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。

「
こ
の
解
散
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
解
散
で
あ

り
ま
す
」「
野
党
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

失
敗
し
た
と
批
判
ば
か
り
を
繰
り
返
し
て

い
ま
す
」「
私
た
ち
の
経
済
政
策
が
間
違

っ
て
い
る
の
か
。
正
し
い
の
か
。
本
当
に

他
に
選
択
肢
は
あ
る
の
か
。
国
民
の
皆
様

に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
」

結
果
は
自
民
党
の
大
勝
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
信
任
さ
れ
た
と
多
く
の
マ
ス
コ
ミ
が

報
じ
た
。

確
か
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
り
、
企
業

収
益
は
過
去
最
高
レ
ベ
ル
ま
で
回
復
し
て

き
た
こ
と
は
事
実
と
い
え
る
。
し
か
し
、

一
方
で
日

本
国
全
体

の
純
資
産

を
表
す

「
国
富
」

は
、
2
0

1
3
年
末

に
3
、0

4
8
兆
円

と
な
っ
て

い
ま
す
が
、

世
界
の
基

軸
通
貨
で

あ
る
ド
ル

ベ
ー
ス
に

置
き
換
え
る
と
、
1
ド
ル
80
円
時
代
で
は
、

38
・
1
兆
ド
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
1
ド

ル
1
2
0
円
で
は
、
25
・
4
兆
ド
ル
と

12
・
7
兆
ド
ル
（
円
換
算
1
、5
2
4
兆

円
）
と
天
文
学
的
な
数
値
で
日
本
の
純
資

産
が
失
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま

た
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も
、
家
計
金
融
資
産
で
も
同

じ
よ
う
な
状
況
が
み
ら
れ
る
。

本
当
に
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
礼
賛
だ
け
で
い

い
の
か
。
今
立
ち
止
ま
っ
て
、
反
リ
フ
レ

派
と
い
わ
れ
る
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
批
判
的

な
経
済
学
者
の
主
張
に
も
真
摯
に
耳
を
傾

け
て
み
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
七
月
二
十
八
日

㈫
の
第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
反

リ
フ
レ
派
を
代
表
す
る
経
済
学
者
で
行
動

派
経
済
学
者
と
し
て
も
知
ら
れ
、
Ｔ
Ｖ
、

雑
誌
等
の
メ
デ
ィ
ア
の
ほ
か
、
自
身
の
ブ

ロ
グ
等
で
も
積
極
的
に
発
言
し
て
い
る
、

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
経
営
管
理
研
究
科

准
教
授

小
幡

績

氏
を
講
師
と
し
て

お
迎
え
し
た
。
当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
に
て
実
施
し
、
五
十
八
名

の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

・
日
銀
に
よ
る
「
異
次
元
金
融
緩
和
」
で

円
の
通
貨
価
値
が
下
が
り
、
為
替
相
場

に
お
け
る
円
売
り
ド
ル
買
い
に
よ
っ
て
、

円
安
が
進
ん
だ
。
こ
れ
に
よ
り
株
式
市

場
で
は
ミ
ニ
バ
ブ
ル
が
発
生
し
、
そ
の

第7回トップセミナー

第8回トップセミナー

積極的に質問も出された

講演する関口和一氏

講演する小幡績氏
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平
成
二
七
年
度
第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「『
人
事
・
総
務
の
た
め
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
』〜
企
業
に

求
め
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
厳
格
情
報
管
理
対
策
」を

テ
ー
マ
に
石
嵜
・
山
中
総
合
法
律
事
務
所
の
鈴
木
宗
紹
弁

護
士
と
田
中
朋
斉
社
会
保
険
労
務
士
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

「
経
営
者
、営
業
責
任
者
の
た
め
の
良
い
会
社
、危
な
い

会
社
の
見
分
け
方
」と
題
し
て
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク

大
宮
支
店
支
店
長
上
西
伴
浩
氏
、同
調
査
第
一
部

部
長
補
佐
廣
田
智
也
氏
の
両
氏
が
講
演

意
味
で
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
成
功
し
た

と
い
え
る
。

・
し
か
し
、
そ
も
そ
も
日
本
経
済
の
実
力

は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
無
関
係
に
、
十
分

な
実
力
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
経
済
の

実
力
を
示
す
潜
在
成
長
率
は
ほ
ぼ
0
％

で
あ
る
が
、
失
業
率
が
最
低
水
準
で
あ

る
う
え
、
経
済
成
長
率
も
0
％
程
度
と
、

潜
在
成
長
率
ど
お
り
の
成
長
率
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

・
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
は
短
期
的
な
成
長
率
ば
か
り
に
目
が

向
き
、
過
大
な
財
政
支
出
、
金
融
緩
和

施
策
に
よ
っ
て
、
一
時
的
な
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の

か
さ
上
げ
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
、

過
度
な
円
安
が
、
ガ
ソ
リ
ン
や
食
料
価

格
の
上
昇
を
招
き
、
主
に
低
所
得
者
層

の
生
活
を
直
撃
し
て
い
る
。
ま
た
、
公

共
工
事
な
ど
、
一
時
的
な
経
済
対
策
の

仕
事
は
、
高
付
加
価
値
産
業
の
成
長
機

会
を
奪
う
こ
と
を
意
味
し
、
日
本
経
済

の
長
期
成
長
力
を
阻
害
す
る
こ
と
に
つ

な
が
る
。

・
日
本
経
済
の
問
題
の
本
質
は
「
不
景

気
」
で
は
な
く
、「
潜
在
成
長
力
の
低

下
」
だ
。
真
の
成
長
を
実
現
す
る
に
は
、

国
債
発
行
に
頼
っ
た
短
期
的
な
景
気
刺

激
策
で
は
な
く
、
民
間
資
金
に
よ
る
成

長
産
業
へ
の
投
資
、
人
的
投
資
に
よ
る

労
働
価
値
の
向
上
が
重
要
と
い
え
る
。

―
講
演
終
了
後
「
Ａ
Ｇ
Ｓ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」に
つ
い
て
、Ａ
Ｇ
Ｓ
株

式
会
社

事
業
推
進
本
部

営
業
統
括
部

長
野
澤
幸
治
氏
に
よ
る
説
明
も
行
わ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制

度
が
二
〇
一
六
年
か

ら
い
よ
い
よ
施
行
さ

れ
、
本
年
十
月
よ
り

各
個
人
に
各
自
治
体

経
由
で
個
人
番
号
が

記
載
さ
れ
た
「
通
知

カ
ー
ド
」
が
送
ら
れ

て
き
ま
す
。
施
行
後

は
、「
税
・
社
会
保
障

分
野
」
に
お
け
る
行

政
上
の
手
続
き
の
際

に
、
個
人
の
氏
名
や
住
所
等
の
み
な
ら
ず
、

個
人
番
号
の
記
載
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
企
業
と
し
て
は
、
特
に
従

業
員
の
税
や
社
会
保
障
関
係
の
行
政
へ
の

手
続
き
の
際
に
、
番
号
の
記
載
が
必
要
と

な
る
こ
と
か
ら
、
給
与
厚
生
業
務
を
行
う

人
事
・
総
務
担
当
者
の
業
務
が
増
大
す
る

と
と
も
に
、
各
種
シ
ス
テ
ム
等
の
見
直
し

も
必
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
特
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
の
は
、
単
に
業
務
量
の
負
荷
の

問
題
だ
け
で
な
く
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
含

む
個
人
情
報
は
全
従
業
員
が
対
象
に
な
る

こ
と
か
ら
、
番
号
の
取
得
、
管
理
等
に
多

数
の
社
員
が
関
わ
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、

取
扱
い
関
係
者
に
は
厳
格
管
理
に
対
す
る

十
分
な
事
前
教
育
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
も

し
管
理
に
問
題
が
あ
れ
ば
「
特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会
」
よ
り
指
導
・
監
督
を
受

け
る
の
み
な
ら
ず
、
情
報
漏
洩
等
の
法
違

反
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
法
律
上
、
懲
役

や
罰
金
等
の
厳
し
い
罰
則
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
八
月
六
日
㈭
開
催
の
第
四
回

特
別
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
昨
年
の
秋
以
降
に

示
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
内
容
を
も
と

に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
概
要
と
人

事
総
務
担
当
者
に
求
め
ら
れ
る
役
割
・

業
務
内
容
を
解
説
す
る
と
と
も
に
、
企

業
に
求
め
ら
れ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
情

報
管
理
対
策
に
つ
い
て
、
人
事
労
務
問

題
を
中
心
に
取
り
扱
う
、
日
本
を
代
表

す
る
法
律
事
務
所
で
あ
る
「
石
嵜
・
山

中
総
合
法
律
事
務
所
」
の
鈴
木
宗
紹
弁

護
士
と
田
中
朋
斉
社
会
保
険
労
務
士
に

人
事
・
総
務
・
経
理
・
教
育
・
内
部
統

制
・
Ｉ
Ｔ
な
ど
、
企
業
実
務
へ
の
影
響

と
取
組
む
べ
き
課
題
に
つ
い
て
詳
細
に

解
説
い
た
だ
い
た
。

◇
主
な
解
説
内
容

・
従
業
員
か
ら
の
ナ
ン
バ
ー
取
得
と
本

人
確
認
方
法

・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
利
用

・
取
得
ナ
ン
バ
ー
の
安
全
管
理
対
策

・
情
報
漏
洩
・
不
正
取
得
等
の
違
法
行

為
が
あ
っ
た
場
合
の
罰
則

・
想
定
実
務
対
応

ほ
か

な
お
、
講
演
終
了
後
「
Ａ
Ｇ
Ｓ
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
、
Ａ
Ｇ
Ｓ
株
式
会
社

事
業
推
進
本

部

営
業
統
括
部
長
野
澤
幸
治
氏
に
よ

る
説
明
も
行
わ
れ
た
。

人
口
減
少
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
各
産

業
の
国
内
市
場
は
縮
小
傾
向
に
あ
る
が
、

企
業
業
績
を
向
上
さ
せ
て
い
く
た
め
に
は
、

積
極
的
に
新
規
取
引
先
の
開
拓
を
行
っ
て

い
く
こ
と
が
不
可
欠
で
、
そ
の
た
め
に
は
、

今
後
成
長
が
期
待
で
き
る
良
い
会
社
を

見
分
け
、
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
重

要
と
な
る
。

㈱
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
集
計
に
よ

る
と
、
金
融
緩
和
や
財
政
出
動
に
よ
り

第4回特別セミナー

講演する田中朋斉
社会保険労務士

講演する
鈴木宗紹弁護士

説明するＡＧＳ営業
統括部長野澤幸治氏
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
女
性
の
た
め
の
自
己
改
革
〜
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
人
間
関
係
を
築
き
、

ス
テ
ー
ジ
を
上
げ
る
』を
テ
ー
マ
に
合
同
会
社
オ
モ
テ
ナ
シ
ズ
ム

代
表
・マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
川
邊
彌
生
氏
が
講
演

第
一
〇
回
埼
玉
ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

『
次
代
を
担
う
ネ
ク
ス
ト
イ
レ
ブ
ン

最
後
の
新
・
新
興

国

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
』を
テ
ー
マ
に
開
催

企
業
の
資

金
調
達
が

改
善
し
た

こ
と
等
を

主
な
要
因

と
し
て
、

二
〇
一
四

年
度
の
倒

産
件
数
は

八
年
ぶ
り

の
一
万
件

割
れ
、
負

債
総
額
も

六
年
連
続

の
減
少
に

な
っ
て
い

る
。
し
か

し
、
減
少

傾
向
に
あ

る
と
い
っ

て
も
、
毎

月
八
百
件

前
後
の
倒
産
が
発
生
し
て
お
り
、
加
え
て

資
材
価
格
・
人
件
費
等
の
高
騰
な
ど
、
中

小
企
業
の
経
営
環
境
に
は
不
安
要
素
が
多

い
こ
と
か
ら
、
与
信
管
理
は
企
業
経
営
に

と
っ
て
引
続
き
重
要
テ
ー
マ
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
二
七

年
度
第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
八
月
二

十
六
日
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

に
お
い
て
、
株
式
会
社
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン

ク

大
宮
支
店

支
店
長

上
西

伴
浩

氏
、
同
支
店
調
査
第
一
部
部
長
補
佐

廣

田
智
也
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
経

営
者
、
営
業
責
任
者
の
た
め
の
良
い
会
社
、

危
な
い
会
社
の
見
分
け
方
」
と
題
し
て
実

施
し
、
講
演
で
は
、
実
際
に
同
社
の
扱
う

個
別
デ
ー
タ
を
確
認
し
な
が
ら
、
与
信
管

理
の
イ
メ
ー
ジ
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
主

眼
が
置
か
れ
た
。
当
日
は
八
十
名
の
方
々

に
御
参
加
い
た
だ
い
た
。

◇
講
演
概
要

・
例
え
ば
、
営
業
利
益
率
五
％
の
会
社
が

有
し
て
い
る
売
掛
債
権
五
千
万
円
が
、

相
手
方
の
倒
産
に
よ
り
回
収
不
能
に
な

っ
た
と
す
る
。
こ
の
不
良
債
権
を
カ
バ

ー
す
る
に
は
、
新
た
に
十
億
円
の
売
上

げ
が
必
要
と
な
る
こ
と
を
意
味
し
、
こ

う
し
た
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、「
与

信
管
理
」
が
重
要
と
な
る
。

・「
与
信
管
理
」
と
は
売
掛
債
権
が
損
失

と
な
ら
な
い
よ
う
、
取
引
先
の
倒
産
リ

ス
ク
に
応
じ
て
取
引
規
模
や
取
引
内
容

を
管
理
す
る
手
法
。
安
全
な
会
社
で
あ

れ
ば
、
債
権
残
高
の
信
用
枠
を
大
き
く

取
る
こ
と
に
な
り
、
危
な
い
会
社
に
対

し
て
は
そ
の
逆
の
対
応
と
な
る
。
信
用

枠
を
オ
ー
バ
ー
し
た
債
権
が
存
在
し
て

い
る
場
合
に
は
、
早
急
に
当
該
債
権
を

回
収
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
新
規
に
取
引
を
始
め
る
と
、
後
か
ら
危

な
い
会
社
だ
と
分
か
っ
て
も
、
な
か
な

か
関
係
を
解
消
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

新
規
開
拓
に
当
た
っ
て
は
、
必
ず
事
前

に
、
取
引
先
の
商
業
登
記
の
ほ
か
、
資

本
金
・
業
種
・
業
歴
・
従
業
員
数
・
取

引
銀
行
・
取
引
先
・
系
列
・
売
上
・
利

益
な
ど
を
情
報
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
、

ま
た
、
取
引
先
が
多
岐
に
わ
た
る
場
合

に
は
与
信
管
理
基
準
な
ど
を
策
定
す
る

な
ど
し
て
、
効
率
的
な
営
業
活
動
が
求

め
ら
れ
る
。

コ
ー
チ
ン
グ
の
神
様
、
マ
ー
シ
ャ
ル
・

ゴ
ー
ル

ド
ス
ミ

ス
博
士

は
、
た

い
て
い

の
女
性

リ
ー
ダ
ー
は
男
性
よ
り
有
能
で
あ
る
こ
と

が
多
い
と
話
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

周
囲
の
た
め
に
と
い
う
気
持
ち
が
強
く
、

有
能
で
マ
ル
チ
タ
ス
ク
を
引
き
受
け
る
こ

と
が
出
来
て
し
ま
う
が
ゆ
え
に
、
キ
ャ
リ

ア
の
半
ば
で
躓
い
て
し
ま
う
傾
向
も
あ
る

と
し
て
い
る
。

自
分
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
何

か
、
人
生
に
お
い
て
成
し
遂

げ
た
い
こ
と
は
何
か
。
全
て

を
引
き
受
け
て
完
璧
で
あ
ろ

う
と
す
る
前
に
、
自
分
の
使

命
を
認
識
し
、
進
む
べ
き
道

を
周
囲
に
明
確
に
示
す
こ
と

が
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
が
存
在

感
を
高
め
る
た
め
に
必
要
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
う
し
た
認
識
の
も
と
、
七
月
二
日
㈭

九
時
三
〇
分
〜
十
六
時
三
〇
分
ま
で
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
平
成
二
七
年
度
第
一
回

ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
で
は
、
働

く
女
性
の
さ
ら
な
る
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
で

必
要
と
な
る
思
考
方
法
や
ス
キ
ル
を
学
ぶ

こ
と
目
的
に
開
催
さ
れ
、
五
一
名
の
「
働

く
女
性
」が
参
加
し
た
。今
回
は
講
師
と
し

て
、
お
客
様
と
経
営
者
と
社
員
が
互
い
を

も
て
な
し
合
い
シ
ナ
ジ
ー
を
生
む
企
業
と

社
会
を
創
出
す
る
支
援
を
さ
れ
て
い
る
、

合
同
会
社
オ
モ
テ
ナ
シ
ズ
ム
代
表
・
マ
ネ

ー
ジ
ン
グ
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
川
邊
彌
生

氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、
隣
席
ど
う

し
で
意
見
交
換
や
議
論
を
深
め
る
ペ
ア
リ

ン
グ
の
方
法
を
柱
に
講
義
が
進
め
ら
れ
た
。

◇
講
義
の
概
要

①
自
分
自
身
を
知
る

「
女
性
は
レ
ー
ダ
ー
、

男
性
は
レ
ー
ザ
ー
」
と
言

わ
れ
る
。
女
性
は
一
度
に

多
く
の
こ
と
に
気
づ
き
、

周
囲
の
細
か
な
シ
グ
ナ
ル

を
拾
い
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
よ
う
な
女
性

特
有
の
能
力
を
自
分
自
身

の
中
に
見
出
す
こ
と
が
、

今
後
の
新
た
な
能
力
開
発

に
つ
な
が
る
。

②
お
も
て
な
し
力
を
身
に

つ
け
る

お
も
て
な
し
と
は
、
顧
客
の
満
足
感
を

自
分
の
最
高
の
喜
び
と
感
じ
る
こ
と
。
会

社
で
は
、
上
司
は
顧
客
で
自
分
は
サ
ー
ビ

ス
提
供
者
と
い
え
る
。
相
手
が
ど
の
よ
う

な
上
司
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
現
実
を
受
け

入
れ
る
事
が
、組
織
力
向
上
の
一
歩
と
な
る
。

③
リ
ー
ダ
ー
に
必
要
な
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ

ル
と
は

人
に
は
誰
し
も
達
成
し
た
い
目
標
が
あ

る
が
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
部
下
の
目
標
達
成

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
効
率
的
、
効
果

的
に
引
き
出
す
能
力
「
コ
ー
チ
ン
グ
ス
キ

ル
」
が
求
め
ら
れ
る
。
成
長
す
る
う
え
で

最
も
重
要
な
こ
と
は
部
下
が
自
分
自
身
で

気
付
く
こ
と
。
コ
ー
チ
ン
グ
を
す
る
上
で

は
、「
気
付
き
」
を
促
す
た
め
①
傾
聴
、

②
承
認
、
③
承
認
、
な
ど
の
ス
キ
ル
を
身

に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

七
月
十
三
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、

浦
和
駅
前
の
コ
ル
ソ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第5回特別セミナー

グループワーク

意見を発表する参加者

講演する上西伴浩氏講演する廣田智也氏

第1回ウーマノミクス推進委員会

まず、最初は自己紹介・名刺交換

講演する川邊彌生氏
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
外
国
人
採
用
と
定
着
・
活
用
に
向
け
今
日
本
企
業
が
取

り
組
む
べ
き
こ
と
』を
テ
ー
マ
に
開
催

平
成
二
七
年
度
第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー
」開
催

本
会
、
埼
玉
県
、
ジ
ェ
ト
ロ
、
埼
玉
り
そ

な
銀
行
と
の
四
者
共
催
で
「
第
十
回
埼
玉

ア
ジ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、「
次
代
を

担
う
ネ
ク
ス
ト
イ
レ
ブ
ン
〜
最
後
の
新
・

新
興
国
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
」
を
テ
ー
マ
に

開
催
さ
れ
、
一
六
三
名
が
参
加
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
上
田

清
司
埼
玉
県
知
事
の
主
催
者
挨
拶
で
始
ま

り
、続
い
て
、マ
ス
ー
ド
・
ビ
ン
・
モ
メ
ン
閣

下
駐
日
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
特
命
全
権
大
使

の
基
調
講
演
、
そ
の
後
「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
の
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
」
と
題
し
て
、

独
立
行
政
法
人

日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）企
画
部

海
外
地
域
戦
略
主

幹

鈴
木
隆
史
氏
よ
り
講
演
が
行
わ
れ
た
。

休
憩
の
後
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
に
移
り
、「
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
の
事
業

展
開
〜
可
能
性
と
課
題
〜
」
を
テ
ー
マ
に

モ
デ
レ
ー
タ
ー
鈴
木
隆
史
氏
、
パ
ネ
リ
ス

ト
と
し
て
、
グ
ラ
ミ
ン
ユ
ー
グ
レ
ナ
Ｃ
ｏ

－

Ｃ
Ｅ
Ｏ

佐
竹
右
行
氏
、
丸
久
㈱
代
表

取
締
役
社
長

平
石
雅
浩
氏
、
バ
ン
グ
ラ

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
代
表

岡
崎
透

氏
、
㈱
パ
ド
マ
代
表
取
締
役

バ
ダ
ル
・

チ
ャ
ク
ラ
ダ
ー
ル
氏
の
四
氏
に
よ
り
活
発

な
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
盛
会

裏
に
終
了
し
た
。

◇
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
概
要

・
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
面
積
は
日
本
の
約

4
割
と
狭
い
が
、
約
1
億
6
千
万
人
の

人
口
を
擁
し
て
お
り
、
世
界
で
最
も
人

口
密
度
が
高
い
国
で
あ
る
。

・
規
律
正
し
く
真
面
目
な
国
民
性
で
ア
ジ

ア
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
親
日
国
。
旧

英
国
領
だ
っ
た
た
め
英
語
を
流
暢
に
話

し
、
高
い
理
数
系
能
力
を
持
つ
民
族
で

あ
る
。
し
か
も
人
件
費
は
安
く
、
例
え

ば
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
平
均
賃
金
は
イ
ン

ド
・
ベ
ト
ナ
ム
の
半
額
程
度
で
あ
る
。

・
中
国
・
イ
ン
ド
な
ど
近
隣
に
巨
大
市
場

が
広
が
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
内
需

も
堅
調
で
、
実
質
成
長
率
7
％
前
後
で

安
定
成
長
す
る
と
見
ら
れ
る
。

・
繰
り
返
さ
れ
る
政
権
交
代
、
ハ
ル
タ
ル

と
呼
ば
れ
る
労
働
争
議
が
ビ
ジ
ネ
ス
上

で
の
大
き
な
リ
ス
ク
。
そ
の
他
イ
ン
フ

ラ
面
で
は
工
業
用
地
の
不
足
、
電
力
不

足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

・
投
資
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
、
事
業
を

現
地
法
人
等
に
丸
投
げ
せ
ず
、
本
社
も

主
体
的
に
関
わ
る
こ
と
が
大
事
。
義
理

人
情
に
厚
い
国
民
性
の
た
め
、
現
地
と

の
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と
が
、
円
滑
な

事
業
化
に
不
可
欠
と
い
え
る
。

少
子
高
齢
化
や
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

が
進
行
す
る
中
で
、
わ
が
国
の
経
済
活
力

と
潜
在
成
長
力
を
高
め
る
た
め
に
は
、
国

内
人
材
の
最
大
限
の
活
用
は
も
と
よ
り
、

高
度
外
国
人

材
の
多
彩
な

価
値
観
、
経

験
、
ノ
ウ
ハ

ウ
、
技
術
を

活
用
し
て
い

く
こ
と
が
重

要
で
す
。
こ

の
よ
う
な
観

点
か
ら
、
政

府
は
、
高
度

な
専
門
的
知
識
や
技
術
を
有
す
る
高
度
外

国
人
材
の
日
本
企
業
で
の
就
業
を
国
家
戦

略
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
状
に
お
い
て
、
わ

が
国
企
業
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
の
受

入
れ
、
活
用
、
定
着
は
十
分
に
進
ん
で
い

る
と
は
い
い
難
い
状
況
で
す
。
多
く
の
企

業
が
、
外
国
人
材
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ア

ッ
プ
や
定
着
率
の
向
上
、
異
文
化
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
対
応
に
苦
慮
し
て
お

り
、
企
業
に
お
け
る
高
度
外
国
人
材
の
受

入
環
境
に
課
題
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
八
月
二
十

四
日
に
開
催
し
た
平
成
二
七
年
度
第
一
回

グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
埼
玉
副
セ
ン
タ
ー
長

田
口

芳
弘
氏
か
ら
「
外
国
人
留
学
生
の

採
用
に
向
け
て
」
題
し
て
、
ま
た
日
本
で

二
〇
年
以
上
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
を
積
ん
だ
韓

国
人
女
性
起
業
家
株
式
会
社

Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｒ

Ｉ
（
ウ
リ
）
代
表
取
締
役

金

蓮
玉（
キ

ム

ヨ
ノ
ク
）氏
か
ら
『
外
国
人
社
員
の

能
力
を
発
揮
す
る
た
め
に
日
本
企
業
が
取

り
組
む
べ
き
こ
と
』
と
題
し
て
講
演
を
行

っ
て
い
た
だ
い
た
。
当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
三
十
一
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
セ
ン
タ
ー
長

田
口

芳
弘

氏
か
ら
は
、
外
国
人
留
学
生
数
の

動
向
や
就
職
状
況
の
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
留
学
生
を
取
り
巻
く
就
職
活
動
の
実

情
や
職
場
定
着
を
巡
る
問
題
に
触
れ
、
課

題
解
決
に
向
け
て
企
業
が
ど
の
よ
う
な
取

組
が
で
き
る
の
か
、
考
察
す
る
内
容
と
な

っ
た
。

次
に
、
株
式
会
社
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｒ
Ｉ

代
表

取
締
役

金

蓮
玉

氏
か
ら
は
ま
ず
、

日
本
留
学
中
の
苦
労
話
や
日
本
に
寄
せ
る

熱
い
思
い
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
自
身
の
経
験
を
踏
ま
え
つ
つ
、

海
外
進
出
な
ど
、
国
際
的
な
成
長
を
求
め

る
と
す
れ
ば
、
外
国
人
社
員
（
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
）
の
活
用
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘

し
た
。
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
採
用
効

果
と
し
て
は
、
単
に
円
滑
な
事
業
展
開
だ

け
で
な
く
、
日
本
人
社
員
の
育
成
や
そ
れ

以
外
の
業
務
改
善
に
も
つ
な
が
る
と
し
た
。

独
立
行
政
法
人
国
際
協
力
機
構（JICA

:
Japan

Overseas
Cooperation

Agency

）

は
日
本
の
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
を

一
元
的
に
行
う
実
施
機
関
と
し
て
開
発
途

上
国
へ
の
国
際
協
力
を
行
う
と
と
も
に
、

途
上
国
の
社
会
経
済
の
課
題
解
決
に
つ
な

が
る
製
品
・
技
術
を
お
持
ち
の
中
小
企
業

の
海
外
展
開
に
向
け
た
、「
基
礎
調
査
」、

「
案
件
化
調
査
」、「
普
及
・
実
証
活
動
」

を
支
援
し
て
い
る
。

九
月
一
日
開
催
の
平
成
二
十
七
年
度
第

二
回
の
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
で
は
、
新
た

に
成
長
が
期
待
さ
れ
る
開
発
途
上
国
へ
の

事
業
展
開
を
既
に
実
施
ま
た
は
検
討
中
の

会
員
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

の
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
き
、
本
会
と

の
共
催
で
第
一
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
セ
ミ
ナ
ー

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
海
外
展
開
支
援
事
業
を
活

用
し
よ
う
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
講
演
「
Ｏ

Ｄ
Ａ
を
通
し
て
み
る
イ
ン
ド
経
済
の
成
長

性
」
と
説
明
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
小
企
業
支
援

メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
」、
本
会
会
員
㈱
ユ
ー

パ
ー
ツ
様
、㈱
和
幸
製
作
所
様
か
ら
の「
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
支
援
活
用
事
例
報
告
」
と
い
う
盛

第10回埼玉アジアフォーラム
～160名を超える参加者があった～

基調講演をするマスード・ビン・モメン
閣下駐日バングラデシュ特命全権大使

パネリストの方々

講演するジェトロ
鈴木隆史氏

主催者挨拶をする
上田清司埼玉県知事

講演する田口芳弘氏

第1回グローバル委員会

質問する参加者

講演する金蓮玉氏
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
』開
催
〜

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ト
レ
ー
ナ
ー
松
本
あ
ず
み
氏
が
講
演

平
成
二
七
年
度
第
一
回
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会

『
農
業
界
と
経
済
界
の
連
携
を
積
極
的
に
推
進
し
よ

う
！
』を
テ
ー
マ
に
講
演
会
・
交
流
会
を
開
催

り
だ
く
さ

ん
の
内
容

で
実
施
し

た
。
当
日

は
、
大
宮

ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ

ル
四
階
に

お
い
て
開

催
し
、
四

十
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
演
概
要

ま
ず
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
南
ア
ジ
ア
部
南
ア
ジ

ア
第
一
課

課
長

田
中

耕
太
郎

氏

か
ら
は
、「
Ｏ
Ｄ
Ａ
を
通
し
て
み
る
イ
ン

ド
経
済
の
成
長
性
」
に
つ
い
て
御
講
演
い

た
だ
い
た
。
田
中
氏
に
よ
れ
ば
、
イ
ン
ド

は
二
〇
〇

〇
年
代
で

平
均
八
パ

ー
セ
ン
ト

の
経
済
成

長
を
実
現

し
て
お
り
、

今
後
も
高

い
経
済
成

長
が
期
待

さ
れ
る
も

の
の
、
イ

ン
フ
ラ
整

備
の
遅
れ

や
貧
困
・

保
健
衛
生

な
ど
に
依

然
課
題
が

あ
る
と
し

て
、
引
き

続
き
Ｏ
Ｄ

Ａ
支
援
の

必
要
性
を

指
摘
し
た
。
ま
た
、
多
岐
に
わ
た
る
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
支
援
実
例
に
つ
い
て
も
、地
域
別
・

分
野
別
に
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

続
い
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
東
京
国
際
セ
ン
タ

ー

所
長

佐
々
木
十
一
郎

氏
に
よ
る

「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
中
小
企
業
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

紹
介
」
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
意
義
に
触
れ
た

後
、
開
発
途
上
国
に
お
け
る
中
小
企
業
の

製
品
・
技
術
の
活
用
促
進
を
目
的
と
す
る

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
展
開
支
援
事
業
に
つ
い
て

の
事
業
説
明
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
事
例
報
告
と
し
て
、
㈱
ユ
ー

パ
ー
ツ

専
務
取
締
役

清
水

利
憲

氏
か
ら
「
ペ
ル
ー
の
自
動
車
用
バ
ッ
テ
リ

ー
の
再
生
販
売
事
業
調
査
」、ま
た
㈱
和
幸

製
作
所

取
締
役
副
社
長

小
川

暁

氏
か
ら
は
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
交
通
信
号
機

設
置
に
よ
る
交
通
環
境
改
善
普
及
・
実
証

事
業
」
と
題
し
報
告
が
あ
っ
た
。
清
水
氏

か
ら
は
、
ペ
ル
ー
に
お
け
る
中
古
車
バ
ッ

テ
リ
ー
販
売
に
お
い
て
、
高
技
術
と
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
や
日
本
人
に
対
す
る
厚
い
信
頼
を
背

景
に
ペ
ル
ー
市
場
を
開
拓
し
た
事
例
に
つ

い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
小
川
氏
か

ら
は
、
軍
事
政
権
下
に
あ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー

進
出
に
つ
い
て
、
有
望
市
場
で
あ
る
一
方

で
、
資
本
主
義
へ
の
認
識
不
足
、
財
閥
・

軍
閥
の
存
在
な
ど
、
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
特

殊
性
に
つ
い
て
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ（Great
Place

to
W

ork
�

）

の
二
〇
一
五
年
版
「
日
本
に
お
け
る
働
き

が
い
の
あ

る
会
社
調

査
」
に
参

加
す
る
企

業
が
今
年

も
過
去
最

高
を
更
新

い
た
し
ま

し
た
。

な
ぜ
、

働
き
が
い

の
あ
る
会

社
を
目
指

す
企
業
が

増
加
し
て

い
る
の
で

し
ょ
う

か
？
そ
れ
は
、
従
業
員
が
�
働
き
が
い
�

を
感
じ
活
性
化
し
て
い
る
職
場
で
は
、
健

全
な
企
業
文
化
が
土
台
と
な
り
、
従
業
員

の
自
発
的
か
つ
生
産
的
な
活
動
が
日
常
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
経
営
者
に

と
っ
て
、
従
業
員
の
働
き
が
い
を
高
め
る

取
り
組
み
は
、「
事
業
目
標
を
達
成
す
る
」

た
め
に
、
一
見
遠
回
り
の
よ
う
で
い
て
、

実
は
�
近
道
�
で
あ
る
か
ら
に
他
な
り
ま

せ
ん
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
十
五

日
開
催
の
平
成
二
七
年
度
第
一
回
人
事
労

務
委
員
会
は
、『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社

の
つ
く
り
方
を
学
ぶ
』
と
題
し
て
、
Ｇ
Ｈ

Ｐ
Ｔ
Ｗ
が
二
〇
年
以
上
か
け
た
研
究
か
ら

編
み
出
し
た
「
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
」

づ
く
り
に
重
要
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
法
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。

当
日
は
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
で
実

施
し
、
四
六
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
講
義
概
要

・「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
」
と
は
従
業

員
側
、
経
営
者
・
管
理
者
側
そ
れ
ぞ
れ

の
見
方
が
あ
る
が
、
共
通
す
る
の
は
、

「
相
互
の
信
頼
関
係
に
基
づ
き
組
織
目

標
に
向
か
っ
て
一
体
的
に
取
組
む
会

社
」
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
。

・
従
業
員
と
、
経
営
者
・
管
理
者
と
の「
信

頼
関
係
」
を
構
築
す
る
た
め
の
取
組
と

し
て
、「
ギ
フ
ト
ワ
ー
ク
」
を
頻
繁
に

実
践
す
る
取
組
が
あ
る
。

・「
ギ
フ
ト
ワ
ー
ク
」
と
は
、
従
業
員
と

経
営
者
・
管
理
者
が
お
互
い
に
当
初
の

期
待
や
要
求

を
上
回
る
も

の
を
提
供
す

る
こ
と
で
、

組
織
全
体
や

人
間
関
係
の

向
上
に
寄
与

で
き
る
相
互

交
流
の
こ
と

で
あ
る
。

・
例
え
ば
、
経
営
者
側
・
管
理
者
側
か
ら

の
ギ
フ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
良
い
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
を
し
た
従
業
員
に
対
し
て
賞

状
と
社
長
か
ら
の
手
紙
を
渡
す
と
い
っ

た
取
組
が
あ
る
。
ま
た
、
従
業
員
間
の

ギ
フ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
同
僚
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
良
か
っ
た
点
、

改
善
点
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
な
ど

が
あ
る
。

・「
ギ
フ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
践
で
必
要
な

こ
と
は
、
ま
ず
は
相
手
を
よ
く
観
察
す

る
こ
と
。
相
手
の
性
格
や
行
動
パ
タ
ー

ン
を
日
ご
ろ
か
ら
よ
く
観
察
し
、
相
手

に
応
じ
た
か
か
わ
り
方
を
選
択
す
る
。

日
本
経
団
連
で
は
、

昨
年
五
月
に
経
済
界

と
農
業
界
の
連
携
強

化
プ
ラ
ン
を
発
表
し
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
共

同
で
分
科
会
を
設
置

し
、「
生
産
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
（
生
産
コ
ス

ト
の
低
減
、
企
業
ノ

ウ
ハ
ウ
活
用
型
の
農

意見交換する参加者

ホワイトボードを使用しわかりやすい説明が行われた

第2回グローバル委員会
田中耕太郎
南アジア第一課長

佐々木十一郎ＪＩＣＡ
東京国際センター所長

第1回人事労務委員会

㈱ユーパーツ
清水利憲専務取締役

講演する小柳豊憲氏

第1回農業ビジネス研究会

講演する松本あずみ氏

㈱和幸製作所
小川暁取締役副社長

講演する原誠氏
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平
成
二
七
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

『
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
〜
認
知
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成

し
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業
へ
積
極
的
に
登
録
し
よ
う
！
』を
開
催

平
成
二
七
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』を
開
催

業
生
産
法

人
の
育
成
、

生
産
現
場

の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
利
活

用
）」「
物

流
・
加
工

イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン

（
物
流
の

効
率
化
、

乾
燥
や
濃

縮
に
よ
る

加
工
品
開

発
）」「
国

産
農
畜
産

物
需
要
拡

大
（
地
産

地
消
と
輸

出
の
拡

大
）」の
三

つ
の
重
点

戦
略
分
野

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

一
方
、
農
林
水
産
省
で
は
、
意
欲
あ
る

農
業
法
人
と
先
端
技
術
を
有
す
る
経
済
界

の
企
業
等
が
連
携
し
て
行
う
、
低
コ
ス
ト

生
産
技
術
体
系
の
確
立
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
効
率
的
生
産
体
系
の
構
築
、
低
コ
ス

ト
農
業
機
械
の
開
発
、
農
業
経
営
に
お
け

る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
開
発
な
ど

の
先
端
モ
デ
ル
農
業
の
確
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
支
援
す
る
「
農
業
界
と
経
済
界

の
連
携
に
よ
る
先
端
モ
デ
ル
農
業
確
立
実

証
事
業
」を
推
進
し
て
お
り
、農
業
法
人
と

企
業
等
か
ら
構
成
さ
れ
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
に
よ
る
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、
二

六
年
度
は
十
六
件
、
二
七
年
度
は
十
四
件

が
採
択
さ
れ
、
実
証
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ

せ
て
い
る
。
ま
た
、
埼
玉
県
に
お
い
て
も

農
業
の
六
次
産
業
化
や
農
商
工
連
携
に
関

す
る
様
々
な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
七
月
二
十
二

日
㈬
大
宮
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
四
階
市
民
ホ

ー
ル
に
お
い
て
、
平
成
二
七
年
度
第
一
回

農
業
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
会
を
開
催
し
、「
農

業
界
と
経
済
界
の
連
携
推
進
し
よ
う
！
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
講
演
会
、企
業
関
係
者
・

農
業
関
係
者
・
行
政
関
係
者
と
の
交
流
会

を
実
施
、
三
十
七
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
講
演
一
の
「
農
業
界
と
経
済
界
の
連
携

に
よ
る
先
端
モ
デ
ル
農
業
確
立
実
証
事

業
・
事
例
紹
介
」
で
は
、
農
林
水
産
省

経
営
局
経
営
政
策
課

経
営
広
報
企
画

官

小
柳

豊
憲

氏
、
先
端
農
業
連

携
推
進
機
構

代
表

原

誠

氏
を

講
師
と
し
て
お
迎
え
し
た
。
小
柳
氏
か

ら
は
平
成
二
七
年
度
の
農
林
水
産
省
所

管
事
業
で
あ
る
「
農
業
会
と
経
済
界
の

連
携
に
よ
る
先
端
モ
デ
ル
農
業
確
立
実

証
事
業
」
の
概
要
説
明
を
中
心
に
、
制

度
の
有
効
活
用
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
、
分

か
り
や
す
く
ご
説
明
頂
い
た
。
ま
た
、

原
氏
か
ら
は
、
制
度
の
活
用
事
例
を
い

く
つ
も
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
先
進
事
例

研
究
に
大
い
に
役
立
つ
内
容
で
あ
っ
た
。

・
講
演
二
の
「
埼
玉
県
の
農
業
界
と
経
済

界
連
携
の
取
り
組
み
」
で
は
、講
師
埼

玉
県
農
林
部
副
部
長

篠
崎

豊

氏

か
ら
、
埼
玉
県
内
の
農
林
業
の
概
況
や
、

県
に
お
け
る
農
商
工
連
携
の
取
組
事
例

な
ど
、
要
点
を
絞
っ
た
説
明
が
あ
っ
た
。

・
講
演
会
終
了
、
講
師
、
各
関
係
者
を
交

え
た
懇
親
会
が
開
か
れ
、
活
発
な
意
見

交
換
、
情
報
交
換
が
行
わ
れ
た
。

超
高
齢
社
会
に
あ
る
日
本
で
は
、
今
後

認
知
症
を
患
う
人
の
数
が
急
増
し
、
厚
生

労
働
省
の
予
測
で
は
、
二
〇
二
五
年
に
七

〇
〇
万
人
、
六
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
う

ち
、
実
に
五
人
に
一
人
が
認
知
症
に
罹
患

す
る
と
の
驚
愕
の
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

埼
玉
県
で
も
今
後
認
知
症
患
者
の
激
増

が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
県
は
、
認
知

症
の
方
と
ご
家
族
を
地
域
で
一
体
と
な
っ

て
支
え
て
い
く
社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
社
員
を
対
象
に
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
養
成
す
る
な
ど
の
取
組
を
行
う
企

業
を
「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業
」
と
し
て

登
録
し
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

広
く
紹
介
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
七
月
三
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
地
域
社
会

問
題
委
員
会
で
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企

業
の
登
録
に
必
要
な
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
開
催
し
、
三
十
五
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。
今
後
認
知
症
に
対
し
て
は
、

行
政
の
対
策
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
の
住

民
、
企
業
も
積
極
的
に
そ
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

◇
講
演
概
要

【
講
演
一
】「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」

社
会
福
祉
法
人
サ
ン

理
事
長

西
村

美
智
代
氏
に
御
講
演
い
た
だ
き
、
認
知
症

の
種
類
や
症
状
、
患
者
と
の
関
わ
り
方
な

ど
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
必
要
と

さ
れ
る
基
本
知
識
に
関
し
解
説
が
あ
っ
た
。

【
講
演
二
】「
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
企
業
の

ご
案
内
」

埼
玉
県
福
祉
部
地
域
包
括
ケ
ア
課

平

田
範
子

主
幹
よ
り
、
認
知
症
サ
ポ
ー
ト

企
業
登
録
の
メ
リ
ッ
ト
や
、
サ
ポ
ー
ト
企

業
の
具
体
的
な
取
組
事
例
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
が
あ
っ
た
。

・
認
知
症
患
者
の
増
加
を
踏
ま
え
、
今
後

は
、
行
政
だ
け
で
な
く
、
企
業
や
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
認
知
症
患
者
・
家
族

に
対
す
る
支
援
充
実
に
取
組
む
必
要
性

を
感
じ
た
。

発
達
障
害
者
の
支
援
・
雇
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
今
後
、
企
業
の
社
会
的
責
任
を

果
た
し
て
い
く
上
で
の
重
要
な
テ
ー
マ
と

な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
八
月
四
日
の
平
成

二
七
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
で
は
、

埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ

ン
タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」
と
の
共
催
に
よ
り
、

「
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
セ
ミ
ナ
ー
」
を

開
催
し
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
今
回
で
四

回
目
だ
が
、
参
加
者
は
1
0
0
名
を
超
え
、

企
業
関
係
者
の
関
心
の
高
さ
が
伺
え
た
。

◇
当
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

①
ま
ず
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ
ン
タ
ー
長

藤

平
敏
幸
氏
よ
り
、「
発
達
障
害
の
基
礎

理
解
と
障
害
者
雇
用
支
援
に
関
す
る
情

報
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
義
が
あ
っ
た
。

【
講
義
の
ポ
イ
ン
ト
】

・
発
達
障
害
は
生
ま
れ
つ
き
の
脳
の
特
性

で
乳
幼
児
期
に
発
現
し
、
医
師
に
よ
っ

て
診
断
さ
れ
る
障
害
で
あ
る
。
脳
機
能

の
一
部
に
障
害
が
生
じ
る
た
め
、
他
の

機
能
は
正
常
で
あ
る
。
複
数
の
症
状
が

発
現
す
る
こ
と
も
あ
り
、
障
害
の
程
度

に
軽
重
が
見
ら
れ
る
。（
例
）
自
閉
症
、

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
、

講演する篠崎豊氏交流会
交流会開会挨拶
本会上條正仁会長

第1回地域社会問題委員会
講演する
西村美智代氏

意見交換する参加者

認知症サポート企業につ
いて説明する平田範子氏
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平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座

第
二
講
・
第
三
講
開
催

学
習
障
害
（
Ｌ
Ｄ
）、
ト
ゥ
レ
ッ
ト
症

候
群
、
吃
音

・
発
達
障
害
の
症
状
に
よ
っ
て
は
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
障
害
や
、
対
人
関
係
の

ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
る
ケ
ー
ス
も
多
い
。

し
か
し
、適
職
を
見
つ
け
周
囲
の
理
解
を

得
て
働
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
高
い
集

中
力
や
、
専
門
知
識
を
武
器
に
高
い
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
こ
と
が
多
い
。

・
職
場
定
着
に
は
本
人
に
対
す
る
周
囲
の

気
付
き
、
理
解
も
重
要
だ
が
、
受
け
入

れ
部
署
だ
け
が
全
て
の
責
任
を
負
う
の

で
は
な
く
、
社
長
以
下
組
織
全
体
で
取

組
む
姿
勢
が
重
要
。

②
次
の
テ
ー
マ
、「
障
害
者
雇
用
の
取
り
組

み
と
サ
ポ
ー
ト
機
関
と
の
協
力
関
係
」

で
は
、
企
業
の
取
組
事
例
と
し
て
、
㈱

Ｂ
Ｍ
Ｌ
人
事
部
木
村
卓
示
氏
、坪
川

和
広
氏
に
よ
る
報
告
が
あ
っ
た
。こ
こ

で
は
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
人
に
は
閉

じ
ら
れ
た
空
間
で
仕
事
を
し
て
も
ら
う
、

物
を
忘
れ
が
ち
な
人
に
は
業
務
手
順
を

視
覚
的
・
明
示
的
に
示
す
、な
ど
の
工
夫

を
し
つ
つ
、
障
害
者
雇
用
の
職
員
が
検

体
検
査
業
務
で
大
き
な
戦
力
と
な
っ
て

い
る
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。

③
最
後
に
、
国
立
障
害
者
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
自
立
支
援
局

発
達

障
害
支
援
室

小
林
菜
摘
氏
よ
り
、「
事

例
を
通
じ
た
発
達
障
害
者
の
就
労
支

援
・
定
着
支
援
」
を
テ
ー
マ
に
発
達
障

害
者
の
就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
雇
用

定
着
支
援
の
実
践
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

こ
で
は
発
達
障
害
者
が
社
会
で
必
要
な

生
活
力
、
仕
事
力
を
身
に
つ
け
る
た
め

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
や
、
具
体
的
な
支

援
の
様
子
が
報
告
さ
れ
た
。
支
援
担
当

者
と
利
用
者
と
の
信
頼
関
係
が
、
紆
余

曲
折
を
経
な
が
ら
次
第
に
強
く
な
っ
て

い
く
過
程
な
ど
が
、
と
て
も
印
象
的
で

あ
っ
た
。

・
第
二
講

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性
応
援
講
座
第

二
講
が
平
成
二
十
七
年
七
月
四
日
㈯
十
時

か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

と
本
会
と
の
共
催
で
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ

ｕ
さ
い
た
ま

で
開
催
さ
れ
、
県
内
在
勤

の
若
手
女
性
十
一
名
が
参
加
し
た
。

今
回
は「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

を
テ
ー
マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
Ｃ
Ｄ
Ａ

河
崎
理
恵
子
氏
を
前
回
に
引

き
続
き
講
師
と
し
て
お
招
き
し
た
。

ま
ず
最
初
に
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
が
も
た
ら
す
や
り
が
い
向
上
や
充
実

感
、
経
済
的
意
義
な
ど
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方

や
メ
リ
ッ
ト
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
次

に
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
、
各
自
、
今
ま
で

の
時
間
の
使
い
方
を
グ
ラ
フ
化
し
な
が
ら

振
り
返
り
を
行
い
、
よ
り
充
実
し
た
生
活

を
送
る
た
め
の
最
適
な
時
間
配
分
に
つ
い

て
、
考
察
し
た
。
そ
の
後
、
そ
の
よ
う
な

生
活
ス
タ
イ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

仕
事
の
効
率
化
を
ど
の
よ
う
に
進
め
た
ら

よ
い
か
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
交
え
な
が

ら
参
加
者
全
員
で
情
報
共
有
し
た
。

今
回
は
土
曜
日
に
開
講
し
た
こ
と
も
あ

り
、
比
較
的
参
加
者
は
少
数
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
分
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
回

数
も
増
え
、
予
定
に
無
か
っ

た
ワ
ー
ク
も
加
わ
る
な
ど
、

各
グ
ル
ー
プ
で
活
発
な
議
論

が
行
わ
れ
た
。

・
第
三
講

平
成
二
七
年
度
働
く
女
性

応
援
講
座
第
三
講
が
平
成
二

十
七
年
七
月
十
五
日
㈬
十
時

か
ら
、
埼
玉
県
女
性
キ
ャ
リ

ア
セ
ン
タ
ー
と
本
会
と
の
共

催
で
、
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ

ｙ
ｏ
ｕ

さ
い
た
ま
で
開
催
さ
れ
、
県

内
在
勤
の
若
手
女
性
四
十
三

名
が
参
加
し
た
。

今
回
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
を
テ
ー

マ
に
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
Ｃ
Ｄ
Ａ

河
崎
理
恵

子
氏
を
前
回
に
引
き
続
き
講

師
と
し
て
お
招
き
し
た
。

内
容
と
し
て
、
ま
ず
図
形
を
言
葉
だ
け

で
伝
達
す
る
実
習
「
図
形
伝
達
」
を
行
っ

た
。
こ
の
実
習
で
は
言
葉
に
よ
る
説
明
だ

け
で
は
、
受
け
取
る
個
人
に
よ
り
多
様
な

解
釈
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
体
験
し
、
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
話
し
手
・

聞
き
手
双
方
が
複
数
回
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー

ル
が
必
要
な
こ
と
を
学
習
し
た
。
ま
た
、

そ
の
た
め
に
は「
聞
き
上
手
」に
な
る
必
要

が
あ
る
が
、「
聞
き
上
手
」に
は
、聞
く
姿
勢

や
態
度
な
ど
の
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
あ

る
こ
と
も
併
せ
て
理
解
し
た
。最
後
に
、相

手
が
受
け
取
り
や
す
い
情
報
伝
達
方
法
に

つ
い
て
は「
Ｓ
Ｄ
Ｓ
法
」を
効
果
的
に
使
う

な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
ス
キ
ル
を
学
ん
だ
。

最
後
の
ま
と
め
で
は
、参
加
者
か
ら「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
向
上
に
役
立
っ

た
」「
ま
だ
ま
だ
改
善
の
余
地
が
あ
る
こ

と
に
気
づ
け
て
良
か
っ
た
」
な
ど
、
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

第1回ＣＳＲ委員会

事例報告をする㈱ＢＭＬ人事部の
木村卓示氏（左）と坪川和広氏

講演する
藤平敏幸氏

報告する
小林菜摘氏働く女性応援講座第2講

働く女性応援講座第3講
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青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
八八
月月
例例
会会
開開
催催

講
演
会
「
シ
ゴ
ト
の
渋
滞
と
ゆ
と
り
」

東
京
大
学
教
授

西
成
活
裕
氏

青
年
経
営
者
部
会
の
七
月
例
会
が
四

月
一
四
日
㈫
午
後
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

に
て
開
催
さ
れ
一
五
名
が
参
加
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
東
京
大
学
先
端
科
学

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

西
成
活
裕

氏
の
講
演
と
懇
親
会
の
二
部
構
成
。

講
師
の
西
成
氏
は
、
様
々
な
渋
滞
を

分
野
横
断
的
に
研
究
す
る
『
渋
滞
学
』

を
提
唱
し
、
渋
滞
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
数

学
的
に
解
明
。
あ
ら
ゆ
る
渋
滞
に
関
心

の
領
域
を
広
げ
て
行
き
、
国
際
学
会
誌

に
多
数
の
論
文
を
発
表
す
る
な
ど
「
渋

滞
」
の
専
門
家
と
し
て
世
界
的
な
権
威

で
も
あ
る
。

講
演
は
「
渋
滞
は
な
ぜ
起
こ
る
か
、

原
因
を
辿
る
と
2
つ
の
要
因
『
外
的
要

因
（
外
か
ら
の
ジ
ャ
マ
）』『
内
的
要
因

（
内
か
ら
の
ジ
ャ
マ
）』
が
あ
る
」
と

ス
タ
ー
ト
。
イ
ン
と
ア
ウ
ト
の
バ
ラ
ン

ス
の
崩
壊
で
あ
る
『
外
的
要
因
』
は
す

ぐ
に
発
見
で
き
対
策
が
立
て
や
す
い
が
、

『
内
的
要
因
』
は
見
落
と
し
や
す
く
、

解
決
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
と
い
う
。

西
野
氏
は
、
分
野
横
断
的
な
研
究
が

こ
の
『
内
的
要
因
』
の
発
見
に
繋
が
っ

た
と
話
す
。
例
え
ば
ア
リ
の
生
態
（
決

し
て
渋
滞
せ
ず
隊
列
を
崩
さ
な
い
）
の

調
査
や
、
高
速
道
路
の
交
通
量
と
い
っ

た
膨
大
な
デ
ー
タ
の
分
析
等
の
研
究
の

結
果
「
渋
滞
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

『
間
（
ゆ
と
り
）』
が
重
要
」
と
い
う

答
え
を
導
き
出
し
た
。

こ
れ
は
氏
の
言
う
「
仕
事
の
渋
滞
」

に
も
あ
て
は
ま
り
、「
仕
事
の
渋
滞
（
単

位
時
間
当
た
り
の
仕
事
量
と
、
期
間
当

た
り
に
完
了
し
た
仕
事
の
量
や
負
荷
を

密
度
で
量
る
）
に
も
法
則
が
あ
り
、
科

学
的
に
『
ゆ
と
り
の
大
切
さ
』
を
実
証

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
無
理
な
計
画
で

ギ
リ
ギ
リ
の
仕
事
を
す
れ
ば
、
ゆ
と
り

の
な
い
状
態
で
『
ム
リ
↓
ム
ラ
↓
ム

ダ
』
を
生
ん
で
し
ま
う
」
と
話
す
。

西
成
氏
は
ま
と
め
と
し
て

「
仕
事
の
渋
滞
を
防
ぎ『
戦
略
的

ゆ
と
り
』
を
生
む
た
め
に
は
、

損
を
し
て
得
を
と
る
、
つ
ま
り
、

目
的
あ
り
き
で
あ
え
て
マ
イ
ナ

ス
を
と
る
こ
と
。
将
来
プ
ラ
ス

に
な
る
計
算
を
し
た
マ
イ
ナ
ス

を
『
科
学
的
ゆ
と
り
』
と
し
て

捉
え
、
一
時
損
を
し
て
も
後
で

勝
て
る
と
思
う
と
心
に
余
裕
が
で
き
る
。

科
学
的
ゆ
と
り
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

は
『
三
戒
①
今
さ
え
よ
け
れ
ば
（
短
期

的
）
②
こ
こ
さ
え
よ
け
れ
ば
（
部
分
最

適
化
）③
自
分
さ
え
良
け
れ
ば（
利
己
）』

を
意
識
し
て
戒
め『
み
ん
な
の
幸
せ
』を

願
っ
た
企
業
は
生
き
残
る
」
と
語
っ
た
。

第
二
部
の
懇
親
会
は
会
場
を
移
し
、

西
成
講
師
も
ご
同
席
頂
く
中
、
講
演
の

内
容
を
更
に
深
め
た
様
々
な
お
話
し
を

伺
い
な
が
ら
、
活
発
な
意
見
交
換
の
場

と
も
な
っ
た
。

富
士
総
合
火
力
演
習
観
覧

青
年
部
会
で
は
、
わ
が
国
を
取
り
巻

く
安
全
保
障
環
境
に
関
し
て
あ
ら
た
め

て
考
え
る
機
会
と
し
て
、
八
月
一
九
日

㈬
・
二
〇
日
㈭
一
泊
二
日
の
行
程
で
、

八
月
例
会
「
富
士
総
合
火
力
演
習
観

覧
」
を
開
催
し
た
。
同
伴
さ
れ
た
部
会

員
ご
家
族
も
含
め
て
一
五
名
が
参
加
。

二
〇
日
早
朝
か
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
る
火
力
演
習
観
覧
に
備
え
て
一
九
日

夕
刻
に
大
宮
を
出
発
し
、
御
殿
場
に
前

泊
。
ご
家
族
を
交
え
た
懇
親
会
で
は
、

翌
日
の
演
習
観
覧
へ
の
期
待
を
語
り
合

い
つ
つ
交

流
を
深
め

た
。明

け
て

迎
え
た
火

力
演
習
は
、

早
朝
か
ら

雨
が
降
り

続
く
中
で

の
観
覧
と

な
っ
た
。

こ
の
演
習

は
陸
上
自
衛
隊
が
行
う
演
習
の
一
つ
で
、

年
に
一
度
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の
東
富

士
火
力
演
習
場
で
実
施
さ
れ
、
最
新
鋭

の
装
備
を
駆
使
し
て
行
わ
れ
る
陸
上
自

衛
隊
国
内
最
大
の
実
弾
射
撃
演
習
で
、

昭
和
四
一
年
か
ら
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

行
わ
れ
た
演
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
部

構
成
で
、
陸
上
自
衛
隊
の
主
要
装
備
を

紹
介
す
る
前
段
演
習
で
は
、
遠
距
離
、

近
距
離
、
ヘ
リ
、
対
空
、
戦
車
火
力
と
、

実
弾
射
撃
を
交
え
な
が
ら
主
要
装
備
が

紹
介
さ
れ
た
。
後
段
演
習
で
は
、
具
体

的
に
「
島
嶼
（
し
ょ
）
部
に
対
す
る
攻

撃
へ
の
対
応
」
を
テ
ー
マ
に
「
部
隊
配

置
」「
機
動
展
開
」「
奪
回
」
と
三
段
階

の
設
定
で
、
各
部
隊
が
連
携
し
て
作
戦

を
遂
行
し
て
い
く
様
子
が
紹
介
さ
れ
た
。

間
近
で
観
覧
し
た
実
弾
演
習
は
、
想

像
を
遙
か
に
超
え
た
轟
音
と
衝
撃
波
で
、

そ
の
威
力
を
体
感
し
た
と
同
時
に
「
各

種
事
態
等
に
際
し
て
迅
速
か
つ
段
階
的

な
機
動
展
開
を
行
い
、
即
応
機
動
す
る

陸
上
防
衛
力
を
構
築
し
て
、
実
効
的
な

抑
止
・
対
処
を
行
う
」
と
い
う
陸
上
自

衛
隊
の
国
防
と
し
て
の
役
割
に
関
し
て
、

あ
ら
た
め
て
認
識
す
る
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
。

終
了
後
は
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
に
場

所
を
移
し
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
昼
食
会

を
賑
や
か
に
実
施
。

演
習
観
覧
を
通
じ
て
国
防
を
考
え
る

と
い
う
貴
重

な
経
験
を
共

に
し
、
ま
た

ご
家
族
同
伴

の
賑
や
か
な

懇
親
会
等
を

通
し
て
、
部

会
員
同
士
の

連
帯
感
を
深

め
る
貴
重
な

機
会
と
な
っ

た
。

青青
年年
経経
営営
者者
部部
会会
七七
月月
例例
会会
開開
催催

富
士
総
合
火
力
演
習
の
様
子

同
伴
さ
れ
た
ご
家
族
も

ご
一
緒
に
記
念
撮
影

講
演
す
る
西
成
活
裕
氏

渋
滞
学
か
ら
「
仕
事
の

ゆ
と
り
の
大
切
さ
」
を

学
ぶ

会
場
の
様
子
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海岸林の維持管理、粘り
強い堤防設計、海岸に近
い地域の家屋の構造、河
川の自然再生

学歴・略歴
田中規夫
（たなか のりお）
1963年生まれ。1991年東
京大学大学院工学系研究
科博士課程修了。工学博
士。民間企業を経て、20
00年より埼玉大学。2007
年埼玉大学教授。2014年
からレジリエント社会研
究センター長。専門は水
圏防災・減災工学、環境
工学。

地震・津波や気候変動に伴う災
害が世界的に増加しています。ある保険会社のレ
ポートでは、日本（特に東京・横浜）の災害リス
クは世界の主要都市の数10倍から数100倍高い数
値が示されています。社会システムのもつ脆弱性
を防災によって高めることは極めて重要なのです
が、近年の大災害（インド洋大津波、東日本大震
災）はハード対策の限界を露呈しています。適切
な危機管理、「自助、共助、公助」の役割分担の
再構築、街づくり等で減災機能を強化していく必
要があります。また、災害前の備えと災害時の対
応および災害後の復旧をあらかじめ想定した「レ
ジリエントな社会」の構築が求められています。

私は都市周辺部を「環境と共生する居住空間を
有し、かつ氾濫流制御という視点での高度な流域
対策や自然地域を備えた次世代都市域として整
備・保全すべき地域である」と定義し、洪水・高
潮・津波等の自然災害に対する緩衝・防御機能を
持つ湿地・ラグーン・樹林帯（バイオシールド）
の整備効果を定量評価する手法の開発と持続可能
な運用方法を提案しています。こうした研究は、
開発途上の東南・南アジアでのニーズが高かった

のですが、東日本大震災以降、減災の重要性が再
認識され、自然地形を基盤とした防災・減災（Eco
-DRR）が国連の施策としても期待されています。
日本でも多重防御の考え方に沿う研究領域となっ
ています。

海岸工学では、海岸植生の津波減災効果を活用
した設計・維持管理手法、潟湖環境に与える人為
的影響の緩和方法を研究しています。河川工学で
は、河道内樹木と洪水の関係、自然再生事業にお
ける波や流れの影響解明と水辺管理のあり方、ダ
ム下流における生態系の再生に必要な土砂還元手
法などを研究しています。現象の解明にもとづく
対策の立案などを通して、水圏環境と人間の相互
のあり方を追
求するととも
に、日本だけ
ではなく海外
でも活用され
る技術や指針
を提供するこ
とを目指して
います。

今後ますます多様化する
日本社会における合意形
成について、ヨーロッパ
の経験から学べることが
あると考えております。

学歴・略歴
細井 優子
（ほそい ゆうこ）
マンチェスター大学
修士課程修了
MA（国際関係論）
法政大学大学院博士課程
修了 博士（政治学）
法政大学講師、現代文化
研究所主事研究員を経て
2012年4月より現職、20
14年よりジャン・モネ
EU研究センター（慶應
義塾大学）研究員を兼務

1952年の欧州石炭鉄鋼共同体設
立以来、順調に統合を深化拡大させている欧州連
合（EU）は、まるでひとつの国家のようにも見
えます。しかし、それに伴い「民主主義の赤字」
問題が顕在化しています。市民生活に関わる重要
なことがますます EU によって決定されるにも関
わらず、市民による民主的統制が効かないという
問題です。さらに EU の東方拡大により、新旧加
盟国市民間の利害対立も生じています。国家でも
なく単なる国際機関でもない独特な政体である
EU において、デモクラシーとはどのように考え
るべきなのでしょうか。

私の研究ではこの難問へのひとつのアプローチ
として、参加民主主義や熟議民主主義という理論
に基づいた EU の取り組みに注目しています。た
とえば2004年6月に欧州理事会は「欧州憲法条約
草案」を採択しましたが、翌年、フランスとオラ
ンダが国民投票によって相次いで批准を拒否する
などし、未発効に終わりました。これに危機感を

持った EU は「熟考の時」を設け、「ヨーロッパ
の将来に関するビジョンは市民のニーズと期待に
基づくべき」との認識を示し、デモクラシーの活
性化を試みました。その一環として、将来の EU
像について市民による熟議プロジェクトが数多く
実施され、市民は自分たちの意見を EU に提出し
ています。

国家であれば政府と市民社会は選挙を通じた責
任関係がありますが、EU の最高意思決定機関で
ある欧州理事会とヨーロッパ市民にはそのような
関係は当てはまりません。さらに多様性を重視す
る EU では市民同士が疎遠になり、対立も生まれ
やすくなります。参加民主主義、熟議民主主義を
通じて他者の視点を考慮にいれて行動し、公的な
問題を巡るこうした競争や対立を協力に代えてい
くことが求められています。私は、ヨーロッパが
このような能動的な市民性（シティズンシップ）
をいかに涵養しているのかにも注目しながらヨー
ロッパのデモクラシーを研究しています。

埼埼玉玉大大学学研研究究者者ととのの出出会会いいのの広広場場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

シリーズ
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第999999999999999999999999000000000000000000000000回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

レジリエントな社会構築のための減災研究
埼玉大学大学院理工学研究科・研究機構レジリエント社会研究センター センター長 田 中 規 夫 教授

EUにおけるデモクラシーに関する研究
埼玉大学 教育機構 基盤教育研究センター 細 井 優 子 准教授

樹林帯により捕捉された流木群

海岸林に守られて残存した家屋
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◆上尾シラコバト団地は、1967年に開催された埼玉国体選手村
として建設され、国体終了後は県の特別県営住宅（団地）に転
用されました。1970年代高度経済成長期には団塊世代を中心に
一世を風靡したものの、現在は34棟810戸の約1／4が空き家
で、しかも居住者のうち65歳以上の高齢者が4割を占め、こう
した「高齢＋独居化」の進行とともに昨今は自治会活動にも支
障をきたしているとのことです。
◆埼玉県はこうした窮状を打開すべく若者の入居促進に乗り出
し、一昨年、ものつくり大学への協力打診がありました。八代
研究室では2013年度卒業研究の一環として建物の詳細
な実測調査を行い、2つの住戸タイプ、すなわち「大
学生向けシェアルーム」と「子育て世帯向け」の改修
案を提案しました。翌2014年7月、団地の活性化を目
的とした連携協定を県と大学との間で正式に締結し、
昨年度は3戸の「子育て世帯向け」改修に取り組みま
した。
◆改修対象は、団地全体の半数以上を占める3DK タ
イプ48㎡で、改修前後の間取りの変更を図示します。

基本設計はものつくり大学と埼玉県都市整備部住宅課および埼
玉県住宅供給公社の3者で行い、このうち学生たちの手で設計
から施工まで担当したのが、❶リビングのキッチンカウンター
と❷寝室のオープンクローゼットです。両者のディテールは、
日本で団地のプロトタイプが確立した1950年代と同時代の世界
の名作住宅を参考にしました。参加学生は6名、全員1年生（現
2年生）ですが技能五輪 U20版ともいえる「2014年 若年者も
のづくり競技大会」の優勝・準優勝者を含む若きテクノロジス
トたちで、今年も改修プロジェクトに意欲を燃やしています。

産業界では熱交換機のロウ付け工程な
ど、様々な局面で低酸素濃度雰囲気が要
求されています。多くの場合、必要とさ

れる酸素濃度はだいたい数十 ppm であり、この程度の雰囲気
であればちょっと工夫することによって、これまでにない環境
に優しい方法によって実現可能であると考えています。

最初は空気で満たされている雰囲気を、まず若干の真空排気
によって少しだけ酸素濃度を下げます。真空と言っても頑丈な
容器を必要とするよう状態までは引きません。この後にはアル
ゴンなどの不活性ガスを充填して雰囲気をいったん1気圧に戻
します。そして次に2回目の真空排気を行い一気に目標濃度ま
で下げ、再度不活性ガスを充填する方式を考えました。この方
式によればガスの使用量も容器の2倍程度で済みますし、比較
的圧力の高い状態で排気をとりますから1回目の排気に要する
時間はわずかです。2回目の排気もすでに雰囲気は不活性ガス
である程度希釈されているので、目標濃度に到達するトータル
時間（と同時に消費電力）も大幅に短縮されます。この様子は

グラフを見れば
明らかです。

これまでの研
究成果†によれ
ば、例えば不活
性ガス連続噴射
による雰囲気確
保に比べて目標
酸素濃度までの
到達時間は最短
で20％に、不活
性ガス使用量は
30％にまで低減
できる可能性が
示唆されていま
す。

「「ももののつつくくりり大大学学」」へへよよううここそそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文 �048‐647‐4100
�048‐641‐0924

連 載
第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第777777777777777777777777111111111111111111111111回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回

もの大生の技術（知）と技能（行）を地域社会へ
上尾シラコバト住宅（団地）改修プロジェクト：中間報告

建設学科 八 代 克 彦 教授

八代 克彦（やしろ かつひこ）教授 博士（工学）東京工業大学在学中に中国の洞穴住宅ヤオトン研究のため西安冶金建築学
院（現西安建築科技大学）に中国政府給費留学。札幌市立高等専門学校（現札幌市立大学）助教授を経て、2005年ものつくり大
学着任、現在に至る。（連絡先：048‐564‐3862／yashiro@iot.ac.jp）

環境に優しい低酸素濃度雰囲気の作り方
製造学科 香 村 誠 准教授

香村 誠（こうむら まこと）准教授 博士（工学）、慶應義塾大学博士課程中退、都内エンジニアリング企業を経て2002年も
のつくり大学着任、現在に至る。明治大学兼任講師、東京海洋大学非常勤講師、専門分野：流体力学・伝熱工学
（連絡先 048‐564‐3846）

†香村誠・他2名、日本機械学会論文集B編、
Vol．79（2013）№803、
pp．1188‐1195．
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10月1日以降、820円
埼玉県最低賃金は、10月1日以降820円となります。
最低賃金額は、労働者の賃金、通常の事業の賃金支払能力等を総合的に勘案した上で決定されるもので、平成

27年度は徹底した調査・審議を重ねた結果、820円となり、平成26年度と比較しますと18円の引き上げとなりま
した。

時間額 820円 引上額 18円 引上率 2.24％
〈注意していただくこと〉
1．適用する地域…埼玉県の区域
2．適用する使用者…前号の地域内で事業を営む使用者
3．適用する労働者…前号の使用者に使用される労働者
4．この最低賃金において賃金に算入しないもの…精皆勤手当、通勤手当及び家族手当
5．「非鉄金属製造業」、「電子部品・デバイス・電子回路、電気機械器具、情報通信機械器具製造業」、「輸送用

機械器具製造業」、「光学機械器具・レンズ・時計・同部分品製造業」、「各種商品小売業」及び「自動車小売業」
については、別途特定（産業別）最低賃金が適用されます。

詳しくは、埼玉労働局賃金室（電話048－600－6205）または最寄の労働基準監督署へお問い合わせください。

埼玉県の最低賃金の改定

過去5年間の最低賃金額の状況
年 度 23 24 25 26 27

最低賃金・時間額 759円 771円 785円 802円 820円
引上額・引上率 9円・1．20％ 12円・1．58％ 14円・1．82％ 17円・2．17％ 18円・2．24％

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

北 海 道 764 16
青 森 695 16
岩 手 695 17
宮 城 674 12
秋 田 726 16
山 形 696 16
福 島 705 16
茨 城 748 18
栃 木 751 18
群 馬 737 16
埼 玉 820 18
千 葉 817 19
東 京 907 19
神 奈 川 905 18
新 潟 731 16
富 山 746 18

平成27年度地域別最低賃金額（時間額）の状況

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

石 川 735 17
福 井 732 16
山 梨 737 16
長 野 746 18
岐 阜 754 16
静 岡 783 18
愛 知 820 20
三 重 771 18
滋 賀 765 18
京 都 807 18
大 阪 858 20
兵 庫 794 18
奈 良 740 16
和 歌 山 731 16
鳥 取 693 16
島 根 696 17

都道府県名
最低賃金額 引上額
時間額 時間額

岡 山 735 16
広 島 769 19
山 口 731 16
徳 島 695 16
香 川 719 17
愛 媛 696 16
高 知 693 16
福 岡 743 16
佐 賀 694 16
長 崎 694 17
熊 本 694 17
大 分 694 17
宮 崎 693 16
鹿 児 島 694 16
沖 縄 693 16
全国平均 798 18
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�調査対象 ……………………………560社
有効回答数 ………………………159社
回収率……………………………28．4％

�業種内訳 �内製造業………………77社
�内非製造業……………82社

�資本金別
�5000万円以下………………………68社
�5000万円超～1億円以下…………45社
�1億円超～3億円以下……………10社
�3億円超……………………………35社

企業経営動向調査（2015年度第2回〈15年7月調査〉）結果
調調 査査 概概 要要

企企業業経経営営動動向向調調査査結結果果

�最近の業界景気は、15年4月比、製造
業、非製造業ともに悪化しており、厳
しいとみる企業は増加している。

�先行きは、15年4月比で製造業、非製
造業とも悪化し、特に製造業は－25ポ
イントと急速に悪化している。

15年7月

－13

－18

－7

－18

－25

－11

15年4月

－8

－13

－3

－4

－1

－7

2．業界の景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近の景況判断は、15年4月比、製造
業で15ポイント悪化、非製造業でも13
ポイント悪化し、全社でも1と14ポイ
ント悪化し、厳しい見方が増加してい
る。

�先行きはさら悪化すると見ており、景
気回復傾向という基調判断の修正の可
能性もうかがわれる。

15年7月

1

－5

7

－5

－8

－1

15年4月

15

10

20

18

16

20

1．国内景気DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅰ．景況判断（DI＝「上昇」－「下降」）

�最近の自社業況は15年4月比、製造業、
非製造業ともに悪化し、厳しさを増し
てきている。

�先行きも、最近比ほぼ横ばいで推移し、
自社業況の回復は見込めないとの見方
がおおくなっている。

15年7月

－5

－8

－3

－1

－8

5

15年4月

－2

－2

－1

10

10

9

3．自社の業況DI

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）
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�15年7月の最近のDI は15年4月比ほ
ぼ横ばいで推移し、概ね適正水準と見
込まれる。

�15年7月の先行きのDI は15年7月の
最近比横ばいで推移し、概ね適正水準
が続くものと見込まれる。

15年7月

2

4

0

－1

3

－4

15年4月

－1

2

－4

－5

－2

－7

2．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�最近のDI をみると、15年7月は製造
業、非製造業ともに、わずかではある
が、過剰感が低下する傾向がみられる。

�先行きのDI をみると、製造業、非製
造業ともに過剰感は解消すると見込ま
れる。

15年7月

7

10

4

－3

－1

－6

15年4月

12

16

9

6

11

1

1．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

Ⅲ．その他

Ⅱ－1．経営動向（売上高）
（注）15／4－6月期、7－9月期の上段の（ ）内の数値は15年4月調査時の見通し

�4－6月期実績は、製造業、非製造業ともに
DI はマイナスに転じ前回調査時の見通しを
下回る悪化となった。

�今後の見通しについては、前期比で特に非製
造業での好転が目立つ。10－12月期は製造業
も大幅に好転。売上高は堅調に推移する見込
み。

見 通 し

10‐12

25

22

27

7－9

（23）
7

（28）
－4

（18）
17

実 績

4－6

（－1）
－6

（－7）
－7

（－4）
－6

15／1－3

3

－4

9

1．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�4－6月期は製造業は前回見通し通りとなっ
ているものの非製造業は前回見通しを下回っ
た。

�今後の見通しについては、7－9月期は、製
造業、非製造業ともに改善するものの依然
DI はマイナスにとどまる。しかし10－12月
期は製造業、非製造業ともに大幅な改善を見
込む。

見 通 し

10－12

17

12

22

7－9

（18）
－3

（27）
－1

（9）
－5

実 績

4－6

（－8）
－11

（－10）
－8

（－6）
－15

15／1－3

8

－2

17

2．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�15年7月の最近のDI は15年4月比で
非製造業は大幅不足、製造業も－7と
不足感が拡大している。

�先行きDI は15年7月の最近比で製造
業1ポイント、非製造業で11ポイント
不足感がさらに高まり、人材確保が難
しい状況が続くものと見込まれる。

15年7月

－20

－7

－33

－26

－8

－44

15年4月

－17

－1

－31

－21

－7

－35

3．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�15年7月の最近のDI は15年4月比で
でほぼ横ばいで推移し、資金繰り繁忙
感はでていない。

�15年7月の先行きDI は、15年7月の
最近比で、ほぼ横ばいで推移。依然と
して資金繰り繁忙感はみられない。

15年7月

8

5

11

5

1

9

15年4月

11

10

13

1

0

2

4．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（6カ月先）

�15年7月の最近のDI は、15年4月比
横ばいで推移。製造業は－16と下落す
るとの見方が多くなっているのに対し、
非製造業は＋4と上昇するとの回答が
多くなっており、製造業、非製造業で
販売価格動向に対する見方が分かれて
いる。

�15年7月の先行きのDI は15年7月最
近比で製造業、非製造業ともに下落す
るとの見方が増加している。

15年7月

－6

－16

4

－11

－22

0

15年4月

－4

－15

6

－9

－24

6

5．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�15年7月の最近並び先行きのDI は15
年4月比、ともに横ばいで推移。製造
業、非製造業ともに、仕入価格は上昇
するとの見方が圧倒的に多くなってい
る。

15年7月

26

30

22

23

29

18

15年4月

27

30

23

30

32

28

6．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
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八

兼
業
禁
止
義
務
を

め
ぐ
っ
て

（
第
2
回
）

前
回
か
ら
「
就
業
規
則
」
の
問
題
と

し
て
、
従
業
員
の
「
兼
職
禁
止
義
務
」

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
こ
の
兼
職

禁
止
義
務
は
、
雇
用
さ
れ
た
会
社
と
別

の
会
社
・
団
体
そ
の
他
と
雇
用
契
約
を

結
び
、
あ
る
い
は
独
立
自
営
業
を
営
む

等
、
い
わ
ば
二
重
就
業
状
態
を
発
生
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
在
職
中

の
「
完
全
な
労
務
提
供
義
務
と
抵
触
」

す
る
形
態
と
な
る
た
め
、
従
業
員
の
義

務
違
反
と
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
れ
を
「
会
社
の
承
諾
を
得
ず
に
他
社

に
雇
わ
れ
、
ま
た
は
み
ず
か
ら
事
業
を

営
む
こ
と
」
を
禁
止
し
、
こ
れ
に
対
応

す
る
懲
戒
処
分
等
措
置
を
と
る
理
由
と

な
る
。

会
社
が
就
業
規
則
に
お
い
て
、
こ
の

よ
う
な
禁
止
の
定
め
を
置
く
こ
と
に
よ

り
、
兼
業
な
い
し
二
重
就
職
一
般
を
禁

止
し
、
懲
戒
事
由
と
し
て
い
る
の
は
次

の
理
由
か
ら
で
あ
る
。

①
精
神
的
・
肉
体
的
疲
労
を
生
ず
る
こ

と
（
安
全
や
能
率
の
阻
害
）

②
完
全
な
労
務
提
供
に
支
障
を
来
し
、

誠
実
勤
務
義
務
に
反
す
る
こ
と
（
二

重
就
職
）

③
社
内
秩
序
を
乱
し
、
生
産
性
高
揚
意

識
を
害
し
、
信
頼
関
係
に
反
す
る
こ

と
④
兼
職
業
務
が
対
外
的
信
用
や
社
員
の

風
紀
体
面
を
害
す
る
こ
と

⑤
守
秘
義
務
・
競
業
禁
止
違
反
と
な
る

お
そ
れ
が
あ
る
こ
と

そ
こ
で
、
前
回
か
ら
継
続
し
て
い
る

「
兼
職
禁
止
」
を
め
ぐ
る
判
決
の
事
例

に
つ
い
て
、
紹
介
し
、
検
討
す
る
。
今

回
は
そ
の
二
回
目
で
あ
る
。

4

兼
業
禁
止
を
め
ぐ
る
判
例
の

事
例
に
つ
い
て
（
そ
の
2
）

―
違
反
と
し
て
処
分
が
認
め
ら
れ
た
も

の
―

㈡
就
業
規
則
所
定
の
懲
戒
解
雇
事
由
で

あ
る
「
会
社
の
承
認
を
得
な
い
で
在

籍
の
ま
ま
他
に
雇
い
入
れ
ら
れ
た
と

き
」
と
の
規
定
は
、
従
業
員
が
就
業

時
間
中
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
就
業
時

間
外
に
お
い
て
も
他
と
継
続
的
な
雇

傭
関
係
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
関
係

に
入
る
と
き
は
、
会
社
に
対
す
る
誠

実
か
つ
完
全
な
労
務
の
給
付
が
困
難

と
な
り
、
経
営
上
支
障
を
き
た
す
こ

と
に
な
る
か
ら
、
使
用
者
に
お
い
て

企
業
秩
序
を
維
持
す
る
た
め
、
一
律

に
こ
れ
を
禁
ず
る
趣
旨
の
も
の
と
解

す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

本
件
事
案
は
、
タ
ク
シ
ー
会
社
に
お

い
て
、
二
つ
の
労
働
組
合
の
間
で
対
立

抗
争
と
な
り
、
強
い
て
就
労
さ
せ
れ
ば
、

第
二
組
合
員
と
の
間
で
傷
害
事
件
の
発

生
等
の
大
事
に
至
る
虞
が
あ
り
、
ま
た
、

右
控
訴
人
ら
を
就
労
さ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
会
社
と
第
二
組
合
と
の
間
に
は
紛

議
を
生
ず
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
考

慮
し
、
待
期
扱
と
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

そ
の
期
間
に
つ
い
て
他
社
で
就
労
し
た

こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う

に
判
示
し
て
、
労
働
者
側
の
主
張
を
排

斥
し
て
認
め
ず
、
兼
業
禁
止
義
務
に
違

反
す
る
と
し
た
。

「
就
業
規
則
三
一
条
一
〇
号
が
懲
戒

解
雇
事
由
の
一
と
し
て
『
会
社
の
承
認

を
得
な
い
で
在
籍
の
ま
ま
他
に
雇
入
れ

ら
れ
た
と
き
』
と
定
め
る
の
は
、
従
業

員
が
就
業
時
間
中
は
勿
論
の
こ
と
就
業

時
間
外
に
お
い
て
も
他
と
継
続
的
な
雇

傭
関
係
な
い
し
こ
れ
に
準
ず
る
関
係
に

入
る
と
き
は
、
そ
の
者
の
会
社
に
対
す

る
誠
実
か
つ
完
全
な
労
務
の
給
付
が
困

難
と
な
り
、
経
営
上
支
障
を
来
す
こ
と

か
ら
、
使
用
者
に
お
い
て
企
業
秩
序
を

維
持
す
る
た
め
、
一
律
に
こ
れ
を
禁
ず

る
趣
旨
の
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
の
を

相
当
と
す
る
か
ら
、
被
控
訴
人
ら
が
、

右
認
定
の
よ
う
に
Ｏ
シ
ヨ
ー
ル
ー
ム
及

び
Ｍ
タ
ク
シ
ー
に
雇
わ
れ
て
働
い
た
こ

と
は
、
右
就
業
規
則
条
項
に
該
当
す
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
被

控
訴
人
ら
は
、
右
の
稼
働
は
臨
時
の
い

わ
ば
ア
ル
バ
イ
ト
に
過
ぎ
な
い
と
主
張

す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
然
ら
ざ
る
こ
と

は
既
に
認
定
し
た
と
こ
ろ
か
ら
明
ら
か

で
あ
る
。
な
お
、
被
控
訴
人
ら
が
待
期

扱
と
さ
れ
た
こ
と
は
当
事
者
間
に
争
い

が
な
く
、
前
掲
各
疎
明
に
よ
れ
ば
、
会

社
は
同
人
ら
に
対
し
て
は
、
会
社
の
構

内
で
は
な
く
神
自
交
本
部
で
待
期
す
る

こ
と
を
認
め
る
な
ど
通
常
の
待
期
扱
の

場
合
と
異
な
つ
た
取
扱
を
し
て
い
る
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
こ

と
か
ら
直
ち
に
、
同
人
ら
の
前
記
所
為

が
右
条
項
に
該
当
し
な
い
も
の
と
は
い

え
な
い
。」と
し
て
、
本
件
行
為
が
懲
戒

処
分
に
該
当
す
る
こ
と
は
認
め
た
。

し
か
し
、
懲
戒
処
分
の
内
容
に
つ
い

て
、
解
雇
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
解

雇
権
の
濫
用
と
し
て
次
の
よ
う
に
判
示

し
て
認
め
な
か
っ
た
。

「
被
控
訴
人
ら
が
会
社
に
無
断
で
他

で
稼
動
す
る
に
至
つ
た
こ
と
は
経
営
秩

序
を
紊
る
も
の
で
軽
率
失
当
の
譏
を
免

れ
な
い
け
れ
ど
も
、
会
社
が
同
人
ら
に

対
す
る
待
期
扱
と
い
う
不
当
の
措
置
を

是
正
す
る
の
挙
に
出
な
い
ま
ゝ
、
待
期

扱
に
よ
る
不
利
益
を
緩
和
す
る
た
め
に

低
成
長
時
代
の
就
業
規
則
の

見
直
し
・
改
訂
の
ポ
イ
ン
ト

―
第
一
〇
九
回
―

労
働
契
約
法
の
企
業
実
務
上
の

対
応
に
つ
い
て
（
そ
の
２３
）

弁
護
士

安

西

�

�
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し
た
被
控
訴
人
ら
の
前
記
所
為
を
就
業

規
則
条
項
に
該
当
す
る
と
し
て
こ
れ
を

懲
戒
解
雇
し
た
こ
と
は
、
徒
ら
に
同
人

ら
の
非
を
責
め
る
に
の
み
急
な
も
の
で

あ
つ
て
、
酷
に
失
す
る
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。」（
昭
四
四
・
一
二
・
二
四
東

京
高
裁
判
決
、
労
民
集
二
〇
巻
六
号
一

七
五
〇
頁
）

㈢
就
業
規
則
所
定
の
懲
戒
解
雇
事
由
た

る
「
許
可
な
く
会
社
以
外
の
業
務
に

つ
い
た
と
き
」
と
は
、
主
と
し
て
就

業
時
間
外
の
場
合
を
規
制
す
る
も
の

で
あ
っ
て
、
従
業
員
が
他
と
継
続
的

な
雇
用
関
係
に
入
る
こ
と
を
さ
す
趣

旨
と
解
す
る
が
相
当
で
あ
り
、
ま
た
、

従
業
員
の
就
業
時
間
外
の
他
へ
の
就

業
は
、
誠
実
な
労
務
の
提
供
の
不
可

能
、
安
全
衛
生
上
の
事
故
発
生
等
企

業
経
営
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
か

ら
、
使
用
者
は
、
企
業
経
営
秩
序
の

維
持
上
、
か
か
る
行
為
を
懲
戒
事
由

と
し
て
就
業
規
則
に
定
め
う
る
も
の

と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
た
事
例

本
件
事
案
は
、
申
請
人
が
被
申
請
認

会
社
の
保
安
要
員
と
し
て
会
社
の
保
安

業
務
に
従
事
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
と

こ
ろ
、
別
の
Ｏ
鉄
工
所
へ
、「
Ｋ
」
と
い

う
偽
名
を
用
い
て
雑
役
工
と
し
て
本
雇

用
さ
れ
、
会
社
勤
務
時
間
の
終
了
に
引

続
き
概
ね
午
前
八
時
な
い
し
九
時
か
ら

午
後
五
時
な
い
し
六
時
ま
で
、
遅
い
と

き
は
九
時
ま
で
も
勤
務
し
、
グ
レ
ー
ン

捲
き
及
び
雑
役
業
務
に
従
事
し
て
い
た

も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
裁
判
所
は
次
の
よ
う

に
判
示
し
た
。

「
被
申
請
人
会
社
の
就
業
規
則
に
い

う
『
許
可
が
な
く
会
社
以
外
の
業
務
に

つ
い
た
と
き
』
と
は
、
労
働
日
に
お
け

る
就
業
時
間
内
は
勿
論
、
そ
の
就
業
時

間
外
の
場
合
を
も
規
制
の
対
象
と
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
就
業
時
間
内
の
場
合

は
、
欠
勤
、
遅
刻
、
早
退
又
は
職
務
怠

慢
等
の
面
か
ら
規
律
し
う
る
し
、
又
そ

の
面
か
ら
の
規
律
に
よ
つ
て
殆
ん
ど
事

態
に
対
処
し
う
る
か
ら
、
右
就
業
規
則

は
寧
ろ
主
と
し
て
就
業
時
間
外
の
場
合

を
規
制
す
る
点
に
重
点
が
お
か
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
就
業
時
間
外
に
亘
つ
て
か

か
る
就
業
規
則
を
設
け
る
根
拠
並
び
に

そ
の
効
力
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

元
来
使
用
者
が
労
働
基
準
法
の
定
め
る

一
日
八
時
間
一
週
四
十
八
時
間
の
標
準

労
働
時
間
制
に
従
い
労
働
契
約
を
結
ぶ

場
合
、
従
業
員
は
労
働
契
約
を
通
じ
て

一
日
の
う
ち
一
定
の
限
ら
れ
た
時
間
の

み
労
務
に
服
し
、
そ
の
就
業
時
間
外
は

一
般
に
労
働
者
の
自
由
と
さ
れ
て
い
る
。

か
か
る
労
働
時
間
の
制
限
短
縮
は
、
労

働
者
の
労
働
力
の
早
期
消
耗
を
防
ぎ
労

働
者
が
人
た
る
に
値
す
る
、
健
康
に
し

て
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め
の
必
要

を
充
た
す
た
め
で
あ
る
か
ら
、
労
働
者

は
そ
の
自
由
な
る
時
間
を
労
働
力
の
再

生
産
と
し
て
休
養
の
た
め
将
又
種
々
の

社
会
的
経
済
的
文
化
的
需
要
を
充
た
す

た
め
に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、

例
え
ば
従
業
員
は
低
賃
金
に
よ
る
家
計

の
苦
し
さ
を
補
助
す
る
た
め
に
そ
の
自

由
な
る
時
間
を
利
用
し
て
家
庭
内
で
あ

る
程
度
の
内
職
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
も

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
に
お
い

て
、
労
働
者
の
自
由
な
る
時
間
は
第
一

義
的
に
は
労
働
者
の
た
め
に
あ
る
。
し

か
し
乍
ら
、
労
働
者
が
そ
の
自
由
な
る

時
間
を
精
神
的
肉
体
的
疲
労
回
復
の
た

め
適
度
な
休
養
に
用
い
る
こ
と
は
、
次

の
労
働
日
に
お
け
る
誠
実
な
労
務
提
供

並
び
に
安
全
衛
生
に
関
す
る
事
故
防
止

の
た
め
の
基
礎
的
条
件
を
な
す
も
の
で

あ
る
か
ら
、
使
用
者
と
し
て
も
労
働
者

の
自
由
な
時
間
の
利
用
に
つ
い
て
利
害

関
心
を
も
た
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

す
で
に
従
業
員
た
る
地
位
に
あ
る
者
が

そ
の
自
由
な
る
時
間
を
利
用
の
自
由
性

に
任
せ
て
他
と
継
続
的
雇
用
関
係
に
入

り
、
例
え
ば
一
日
八
時
間
な
い
し
そ
れ

以
上
の
拘
束
労
働
に
服
す
る
こ
と
に
な

る
と
、
そ
の
疲
労
度
は
加
速
度
的
に
累

積
し
、
従
業
員
た
る
地
位
に
お
い
て
要

請
さ
れ
る
誠
実
な
労
務
の
提
供
は
遂
に

は
殆
ん
ど
不
可
能
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、

安
全
衛
生
上
の
事
故
の
発
生
、
こ
れ
に

伴
う
使
用
者
側
の
損
害
並
に
各
種
補
償

義
務
負
担
等
の
危
険
性
が
著
し
く
増
大

す
る
こ
と
が
当
然
に
予
想
さ
れ
る
。
従

つ
て
、
労
働
者
が
す
で
に
従
業
員
で
あ

る
以
上
、
そ
の
自
由
な
る
時
間
に
お
い

て
他
と
継
続
的
な
雇
用
関
係
に
入
る
こ

と
は
、
そ
れ
自
体
従
業
員
た
る
地
位
と

相
容
れ
な
い
結
果
を
伴
う
も
の
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。
前
記
就
業
規
則
は
こ

の
よ
う
な
理
由
か
ら
設
け
ら
れ
て
い
る

も
の
と
解
せ
ら
れ
る
の
で
あ
つ
て
、
就

業
時
間
外
に
お
け
る
『
会
社
以
外
の
業

務
』
と
は
、
家
計
補
助
の
た
め
に
な
さ

れ
る
内
職
程
度
の
仕
事
を
も
含
む
も
の

で
は
な
く
、
他
と
継
続
的
な
雇
用
関
係

に
入
る
こ
と
を
指
す
趣
旨
に
解
す
る
の

が
相
当
で
あ
る
と
同
時
に
、
就
業
時
間

外
の
他
へ
の
就
業
が
企
業
経
営
に
及
ぼ

す
叙
上
の
如
き
影
響
を
考
慮
す
れ
ば
、

使
用
者
が
企
業
経
営
秩
序
の
維
持
上
、

就
業
規
則
に
お
い
て
従
業
員
に
対
し
か

か
る
行
為
を
禁
止
し
こ
れ
に
違
反
す
る

も
の
を
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
し
う
る

も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
申

請
人
の
見
解
の
う
ち
以
上
に
反
す
る
点

は
当
裁
判
所
の
採
用
し
な
い
と
こ
ろ
で

あ
る
。」
と
判
示
し
た
。

そ
し
て
、
結
論
と
し
て
認
定
の
申
請

人
の
職
掌
、
就
労
の
状
況
、
そ
の
程
度

そ
の
他
の
諸
事
情
一
切
を
総
合
す
れ
ば
、

申
請
人
の
Ｏ
鉄
工
所
へ
の
就
業
は
単
な

る
内
職
程
度
の
も
の
と
は
質
を
異
に
し

会
社
の
企
業
秩
序
を
乱
す
も
の
で
あ
る

と
と
も
に
、
そ
の
情
に
お
い
て
も
重
く
、

酌
量
の
余
地
の
な
い
も
の
と
認
め
ら
れ

る
か
ら
、
申
請
人
の
右
Ｏ
鉄
工
所
へ
の

就
労
行
為
は
本
件
就
業
規
則
違
反
に
該

当
し
、
本
件
懲
戒
解
雇
は
有
効
と
し
た
。

（
昭
三
二
・
一
一
・
一
三
大
阪
地
裁
判

決
、
永
大
産
業
事
件
、
労
民
集
八
巻
六

号
八
〇
七
頁
）

㈣
原
告
が
、
被
告
会
社
か
ら
給
与
を
一

部
支
給
さ
れ
た
ま
ま
本
件
オ
ー
ト
バ

イ
店
を
開
店
・
営
業
し
て
い
た
行
為

は
、
会
社
の
職
場
秩
序
に
影
響
し
、

― 19 ―



か
つ
被
告
従
業
員
の
地
位
と
両
立
す

る
こ
と
の
で
き
な
い
程
度
・
態
様
の

も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
原
告
の
本
件
オ
ー
ト
バ
イ
店
経

営
・
就
労
は
、
就
業
規
則
所
定
の
懲

戒
解
雇
事
由
で
あ
る
、「
会
社
の
承

認
を
得
な
い
で
在
籍
の
ま
ま
、
他
の

定
職
に
つ
い
た
と
き
」
に
当
た
り
、

原
告
に
は
、
就
業
規
則
上
の
懲
戒
事

由
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
た
事
例

本
件
事
案
は
、「
原
告
は
、
体
調
不

良
に
よ
る
休
職
中
で
あ
る
と
し
て
被
告

か
ら
本
給
の
六
割
の
金
額
を
支
給
さ
れ

て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
早
期
に
被
告

に
復
帰
で
き
る
よ
う
療
養
に
専
念
す
べ

き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
」、
原
告

の
名
義
で
、
一
六
〇
〇
万
円
も
の
大
金

を
借
り
入
れ
、
オ
ー
ト
バ
イ
販
売
店
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
た
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

本
件
に
つ
い
て
裁
判
所
は
、
次
の
と

お
り
判
示
し
た
。

「
被
告
は
、
原
告
に
対
し
、
原
告
が

本
件
オ
ー
ト
バ
イ
店
を
開
店
し
た
こ
と

が
、
就
業
規
則
五
三
条
三
項
八
号
の
懲

戒
解
雇
事
由
で
あ
る
『
会
社
の
承
認
を

得
な
い
で
在
籍
の
ま
ま
、
他
の
定
職
に

つ
い
た
と
き
』
に
あ
た
る
と
し
て
、
退

職
金
が
支
払
わ
れ
な
い
懲
戒
解
雇
処
分

と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
就
業
規
則

に
お
い
て
二
重
就
職
を
禁
止
し
、
そ
の

違
反
を
懲
戒
事
由
と
し
て
い
る
場
合
、

労
働
者
に
は
私
生
活
上
の
自
由
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
二
重
就
職
が
、
会
社
の
職

場
秩
序
に
影
響
し
、
か
つ
会
社
に
対
す

る
労
務
の
提
供
に
支
障
を
生
ぜ
し
め
る

程
度
・
態
様
の
も
の
に
限
っ
て
懲
戒
処

分
の
対
象
と
し
て
い
る
と
解
す
る
の
が

相
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
、
原
告

に
、
上
記
懲
戒
解
雇
事
由
が
認
め
ら
れ

る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
す
る
。」
と

前
提
の
法
的
要
件
を
述
べ
た
後
、
結
論

と
し
て
次
の
事
実
を
認
定
し
た
。

「
以
上
の
と
お
り
の
、
原
告
が
本
件

オ
ー
ト
バ
イ
店
開
店
に
至
る
動
機
、
申

請
等
の
名
義
、
開
店
に
あ
た
っ
て
の
原

告
の
リ
ス
ク
、
営
業
状
況
等
の
諸
事
情

を
併
せ
考
慮
す
る
と
、
本
件
オ
ー
ト
バ

イ
店
は
、
原
告
が
、
家
族
の
生
活
を
維

持
す
る
た
め
に
、
自
ら
開
店
、
経
営
し
、

原
告
の
労
働
力
な
し
で
は
そ
の
営
業
が

成
り
立
た
な
い
も
の
で
あ
り
、
原
告
に

は
、
長
期
に
わ
た
る
経
営
意
思
が
あ
っ

て
、
も
は
や
、
今
後
、
被
告
に
お
い
て

就
労
す
る
意
思
は
な
か
っ
た
も
の
と
認

め
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
そ
う
す
る
と
、

原
告
が
、
被
告
か
ら
給
与
を
一
部
支
給

さ
れ
た
ま
ま
本
件
オ
ー
ト
バ
イ
店
開

店
・
営
業
し
て
い
た
行
為
は
、
会
社
の

職
場
秩
序
に
影
響
し
、
か
つ
被
告
従
業

員
の
地
位
と
両
立
す
る
こ
と
の
で
き
な

い
程
度
・
態
様
の
も
の
で
あ
る
と
認
め

る
の
が
相
当
で
あ
る
。」
と
し
、「
以
上

に
よ
れ
ば
、
原
告
の
本
件
オ
ー
ト
バ
イ

店
経
営
・
就
労
は
、
就
業
規
則
五
三
条

三
項
八
号
の
懲
戒
解
雇
事
由
で
あ
る
、

会
社
の
承
認
を
得
な
い
で
在
籍
の
ま
ま
、

他
の
定
職
に
つ
い
た
と
き
」
に
あ
た
り
、

原
告
に
は
、
就
業
規
則
上
の
懲
戒
解
雇

事
由
が
認
め
ら
れ
る
。」
と
し
た
。

そ
し
て
、「
懲
戒
解
雇
の
相
当
性
」

に
つ
い
て
も
、「
原
告
が
被
告
か
ら
休
職

給
を
受
け
な
が
ら
自
営
業
を
営
む
こ
と

は
、
他
の
従
業
員
か
ら
見
れ
ば
奇
異
で

あ
り
、
職
場
秩
序
を
乱
す
も
の
で
あ
っ

て
、
本
件
懲
戒
解
雇
事
由
で
あ
る
本
件

オ
ー
ト
バ
イ
店
の
営
業
行
為
の
服
務
規

律
違
反
の
程
度
は
、
原
告
被
告
間
の
雇

用
契
約
に
お
け
る
信
頼
関
係
を
損
な
う

程
度
の
も
の
と
認
め
る
の
が
相
当
で
あ

る
。」
と
し
有
効
と
し
た
（
平
一
七
・

三
・
一
七
東
京
地
裁
八
王
子
支
部
判
決
、

ジ
ャ
ム
コ
立
川
工
場
事
件
、
労
判
八
九

三
号
六
五
頁
）。

「
キ
ャ
リ
ア
権
」
と
は
、
あ
ま
り
聞
き
慣

れ
な
い
言
葉
で
あ
る
が
、
最
近
次
第
に
法
律

や
企
業
の
人
事
実
務
の
中
に
浸
透
し
始
め
て

い
る
。

キ
ャ
リ
ア
形
成
が
話
題
と
な
っ
て
い
る
の

が
、
今
回
の
改
正
労
働
者
派
遣
法
の
中
で
、

わ
が
国
で
初
め
て
非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
同
法
の
国
会
提
出
に

あ
た
り
法
案
の
趣
旨
説
明
の
中
で
塩
崎
厚
労

大
臣
は
、「
派
遣
就
業
は
臨
時
的
か
つ
一
時

的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
と
の

考
え
方
の
も
と
に
新
た
な
期
間
制
限
を
設
け

る
こ
と
と
す
る
が
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
質

の
向
上
を
図
り
、
派
遣
労

働
者
の
正
社
員
化
を
含
む

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す

る
等
の
仕
組
み
を
設
け
る

こ
と
で
、
派
遣
労
働
者
の

よ
り
一
層
の
雇
用
の
安
定
、

保
護
等
を
図
る
こ
と
と
し
、

こ
の
法
律
案
を
提
出
致
し
た
。」
と
述
べ
て

い
る
。

と
こ
ろ
で
、
職
業
上
の
キ
ャ
リ
ア
と
い
う

の
は
、「
職
業
能
力
・
技
能
・
資
格
・
経
験
等

を
総
合
し
て
形
成
さ
れ
る
労
働
力
」
を
い
い
、

こ
れ
を
権
利
と
し
て
構
成
す
る
の
は
、
労
働

権
（
憲
法
第
二
七
条
に
定
め
る
勤
労
の
権
利

と
し
て
国
民
に
保
障
さ
れ
、
国
民
が
生
活
を

維
持
す
る
た
め
働
く
機
会
の
確
保
と
そ
の
保

障
を
受
け
る
権
利
）
の
一
つ
と
し
て
職
業
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
保
障
し
、
さ
ら
に
発
展
さ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
労
働
者
が
主
体
的
に
生

存
と
自
己
実
現
を
図
る
積
極
的
な
権
利
と
し

て
、
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

わ
が
国
で
は
、
従
来
か
ら
一
般
的
に
終
身

雇
用
形
態
が
と
ら
れ
て
お
り
、
新
卒
者
を
会

社
が
採
用
し
て
、
企
業
内
で
教
育
訓
練
に
よ

り
育
成
し
て
、
会
社
内
で
必
要
な
キ
ャ
リ
ア

形
成
と
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
り
、
そ
れ
ら

の
労
働
力
を
会
社
で
活
用
し
て
企
業
の
発
展

を
通
じ
て
、
労
働
者
の
生
活
の
確
保
と
安
定

を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
新
卒
者
一
括
採
用
に
よ
る
包

括
契
約
の
下
、
企
業
内
育
成
制
度
に
従
っ
て
、

企
業
の
人
事
権
に
基
づ
く
キ
ャ
リ
ア
形
成
で

あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
者
の
キ
ャ
リ

ア
権
と
か
自
己
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
と
い
っ
た

こ
と
に
つ
い
て
は
、
労
働
者
自
身
無
関
心
で

あ
っ
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
企
業
の
み
に
依
拠
し
て
の
職
業

や
雇
用
の
保
障
が
、
今
日
の
企
業
社
会
で
は

困
難
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
企
業
外
へ
の
転
職
、

再
雇
用
も
多
く
な
っ
て
き
た
時
代
背
景
か
ら
、

企
業
内
で
育
成
さ
れ
て
き
た
キ
ャ
リ
ア
で
は

急
速
に
変
化
し
た
労
働
に
は
対
応
で
き
ず
、

企
業
外
労
働
市
場
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
、
本
来
の
労
働
権
の
一
つ
と

し
て
の
キ
ャ
リ
ア
権
と
い
う
立
場
に
立
っ
て
、

「
キ
ャ
リ
ア
は
財
産
（Career

is
prop-

erty

）」
と
の
労
働
能
力
の
活
用
・
展
開
が

ど
う
し
て
も
必
要
と
な
り
、
労
働
者
一
人
一

人
が
自
分
で
、
キ
ャ
リ
ア
の
形
成
と
展
開
を

主
体
的
に
考
え
ざ
る
を
得
な
い
時
代
に
な
っ

て
き
た
。

そ
し
て
、
職
業
能
力
開
発
促
進
法
も
改
正

さ
れ
、「
職
業
能
力
開
発
促
進
の
基
本
理
念
」

と
し
て
、「
労
働
者
が
そ
の
職
業
生
活
の
全

期
間
を
通
じ
て
そ
の
有
す
る
能
力
を
有
効
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
、
職
業
の

安
定
及
び
労
働
者
の
地
位
の
向
上
の
た
め
に

不
可
欠
で
あ
る
」
と
し
、「
労
働
者
の
職
業

生
活
設
計
に
配
慮
し
つ
つ
、
そ
の
職
業
生
活

の
全
期
間
を
通
じ
て
段
階
的
か
つ
体
系
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
す
る
。」（
第

3
条
）
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

キ
ャ
リ
ア
権
を
め
ぐ
っ
て

弁
護
士

安
西

�
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技
術
の
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
御
利
用
く

だ
さ
い
！

埼
玉
県
制
度
融
資
の

御
案
内

ち
ょ
こ
た
び
埼
玉
酒
蔵
め
ぐ

り
を
深
谷
市
で
開
催
し
ま
す

第1回開催時の様子

「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」

認
定
制
度
を
御
活
用
く
だ
さ
い

平
成
27
年
度
後
期
技
能

検
定
試
験
の
お
知
ら
せ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

10
月
募
集
講
座
の
お
知
ら
せ

労
働
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者

を
募
集
し
て
い
ま
す

県
で
は
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
持
つ

技
術
者
を
技
術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
登

録
し
て
お
り
、
県
内
中
小
企
業
様
か
ら
の

様
々
な
技
術
相
談
等
に
応
じ
派
遣
し
て
い

ま
す
の
で
、
是
非
御
利
用
く
だ
さ
い
。

�
制
度
の
概
要

対
象
�
県
内
に
事
業
所
の
あ
る
中
小
企

業
者
と
創
業
予
定
者

費
用
�
一
日
六
千
円

指
導
日
数
�
年
間
八
日
以
内

�
詳
細
は
埼
玉
県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ

ー
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.saitec.pref.saitam

a.
lg.jp/consult/info/techadv.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み
先

県
産
業
技
術
総
合
セ
ン
タ
ー

（
0
4
8
―
2
6
5
―
1
3
1
1
）

県
で
は
、
中
小
企
業
の
皆
様
に
事
業
資

金
を
円
滑
に
調
達
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

融
資
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
、
県
の
定
め
る
条
件
で
金

融
機
関
（
県
内
の
本
支
店
）
か
ら
融
資
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
、
地
元
の

商
工
会
議
所
又
は
商
工
会
等
で
お
申
込
み

い
た
だ
け
ま
す
。

今
年
度
は
、
経
営
革
新
計
画
を
策
定
し

て
、
積
極
的
に
経
営
革
新
に
取
り
組
む
中

小
企
業
を
資
金
面
か
ら
支
援
す
る
た
め
、

「
経
営
革
新
計
画
促
進
融
資
」
を
創
設
し

ま
し
た
。
融
資
利
率
を
汎
用
資
金
で
あ
る

事
業
資
金
・
一
般
貸
付
よ
り
0
・
4
％
優

遇
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
計
画
実
施
の
た

め
の
資
金
を
お
考
え
の
方
は
、
是
非
、
御

活
用
く
だ
さ
い
。

※
融
資
に
あ
た
っ
て
は
金
融
機
関
及
び
信

用
保
証
協
会
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0805/seidoyushi/

�
問
い
合
わ
せ
先

地
元
の
商
工
会
議
所
又
は
商
工
会

県
金
融
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
8
0
1
）

深
谷
市
内
の
3
酒
造
（
滝
澤
酒
造
、
藤

橋
藤
三
郎
商
店
、
丸
山
酒
造
）
と
連
携
し

た
酒
蔵
イ
ベ
ン
ト
を
10
月
31
日
に
開
催
し

ま
す
。

2
回
目
と
な
る
今
回
も
、
酒
蔵
で
の
地

酒
の
シ
ョ
ッ
ト
売
り
や
物
販
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
各
蔵
の
お
酒
を
呑
み
比
べ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
滝
澤
酒
造
で
は

酒
蔵
見
学
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
同
時
開
催
さ
れ
て
い
る
深
谷

市
産
業
祭
で
は
、
深
谷
市
の
名
産
品
も
購

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

�
日
時

10
月
31
日
㈯

10
時
〜
16
時

�
場
所

滝
澤
酒
造
、
藤
橋
藤
三
郎
商
店

（
丸
山
酒
造
は
隣
接
地
へ
の
出
張
出
店
）

※
参
加
費
無
料
、
事
前
申
込
不
要

ち
ょ
こ
た
び
埼
玉
酒
蔵
め
ぐ
り
Ｕ
Ｒ
Ｌ

http
://w

w
w
.sainokuni-kanko.jp

/?page_id=1778

�
問
い
合
わ
せ
先

県
観
光
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
5
7
）

県
で
は
、
従
業
員
の
仕
事
と
子
育
て
等

の
両
立
を
支
援
し
、
女
性
が
い
き
い
き
と

働
け
る
職
場
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
企

業
を
「
多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
」
と
し

て
認
定
し
て
い
ま
す
。
認
定
項
目
は
「
短

時
間
勤
務
な
ど
を
採
り
入
れ
、
多
様
な
働

き
方
を
選
べ
る
」、「
出
産
し
た
女
性
が
現

に
働
き
続
け
て
い
る
」
な
ど
の
6
つ
で
す
。

認
定
企
業
に
は
、
認
定
証
と
楯
、
ス
テ

ッ
カ
ー
を
交
付
し
、
企
業
の
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
や
求
人
の
際
に
御
活
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参

加
資
格
申
請
時
に
加
点
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

申
請
が
あ
っ
た
企
業
等
を
県
職
員
が
訪

問
し
、
取
組
を
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
確
認
は
1
時
間
程
度
で
す
の
で
是
非

御
検
討
く
だ
さ
い
。

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業
検
索
サ
イ
ト

http
://w

w
w
.ecity.ne.jp/tayou/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
3
9
6
3
）

働
く
人
々
の
有
す
る
技
能
を
検
定
す
る

技
能
検
定
試
験
（
国
家
検
定
）
の
お
知
ら

せ
で
す
。

�
受
検
資
格

製
造
業
や
建
設
業
な
ど
、

該
当
す
る
検
定
職
種
に
関
す
る
実
務
経

験
が
あ
る
人

�
試
験
日
程

平
成
27
年
12
月
〜
28
年
2

月
（
検
定
職
種
に
よ
り
異
な
る
）

�
申
請
書
配
布
場
所

県
職
業
能
力
開
発

協
会
（
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和
5

―
6
―
5

埼
玉
県
浦
和
合
同
庁
舎
5

Ｆ
）

�
申
請
期
間
等

10
月
5
日
㈪
〜
16
日
㈮

に
同
協
会
へ
提
出

※
技
能
検
定
制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、

県
産
業
人
材
育
成
課
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ

さ
い
。

https://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
a0811/kentei/index.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
職
業
能
力
開
発
協
会

（
0
4
8
―
8
2
9
―
2
8
0
2
）

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
6
0
2
）

県
で
は
、
働
い
て
い
る
方
を
対
象
に
実

務
に
役
立
つ
短
期
間
の
技
能
講
習
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
仕
事
の
ス
キ
ル
を
高
め
た

い
方
や
資
格
取
得
を
目
指
す
方
、
社
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
お
考
え
の
方
は
是
非
御

活
用
く
だ
さ
い
。

�
講
習
内
容

介
護
福
祉
士
試
験
準
備
講

習
、
介
護
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
、
第
一
種
・

二
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験
準
備
講
習
、

A
utoCA

D

（
建
築
系
）、
広
報
資
料
作

成

な
ど
多
数

�
実
施
場
所

県
立
高
等
技
術
専
門
校
・

職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
（
講
座
に
よ

り
異
な
り
ま
す
）

�
受
講
料

2
千
円
〜
6
千
7
百
円
（
別

途
テ
キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
）

�
講
習
日
程

11
〜
12
月
中
の
2
〜
6
日

間
（
講
座
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
9
8
）

県
で
は
、
労
働
法
の
基
礎
知
識
や
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
な
ど
労
働
関
係
の
身
近
な
問

題
等
を
テ
ー
マ
に
、
よ
り
よ
い
職
場
づ
く

り
に
役
立
つ
セ
ミ
ナ
ー
を
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
次
の
会
場
の
受
講
者
を
募
集
中

で
す
。
御
関
心
を
お
持
ち
の
皆
様
は
是
非

御
参
加
く
だ
さ
い
。

�
日
程

⑴
熊
谷
会
場

9
月
25
日
㈮
、
28
日
㈪

10
月
9
日
㈮
、
19
日
㈪

⑵
所
沢
会
場

10
月
21
日
㈬
、
23
日
㈮

28
日
㈬
、
30
日
㈮

⑶
戸
田
会
場

11
月
5
日
㈭
、
9
日
㈪

⑷
草
加
会
場

11
月
19
日
㈭

�
開
催
時
間

18
時
30
分
〜
20
時

�
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

http
://w

w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/a
0808/rodosem

inar/

今
後
開
催
の
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

順
次
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。

�
問
い
合
わ
せ
先

県
勤
労
者
福
祉
課

（
0
4
8
―
8
3
0
―
4
5
1
8
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
らららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

認定シンボルマーク

コバトン
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講
演
「
人
口
回
復
に
向
け
て
」
／

岩
田
一
政
・
日
本
経
済
研
究
セ
ン

タ
ー
理
事
長

―
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
第

1
セ
ッ
シ
ョ
ン

経
団
連
（
榊
原
定
征
会
長
）
は
7
月
23
、

24
の
両
日
、
長
野
県
軽
井
沢
町
の
ホ
テ
ル

で
「
夏
季
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
1
5
」（
議

長
�
荻
田
伍
副
会
長
）
を
開
催
し
た
（
前

号
既
報
）。
今
号
で
は
第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン
、

第
3
セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
第
4
セ
ッ
シ
ョ

ン
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

第
1
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
岩
田
一
政
日

本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事
・
理
事

長
か
ら
、「
人
口
回
復
に
向
け
て
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
を
聞
く
と
と
も
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
講
演
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
と
お
り
。

■
出
生
率
引
き
上
げ
に
は
13
兆
円
の
追
加

財
源

わ
が
国
の
人
口
は
、
現
状
を
放
置
す
れ

ば
今
後
急
速
に
減
少
す
る
こ
と
に
な
り
、

潜
在
成
長
率
の
大
幅
な
低
下
が
懸
念
さ
れ

る
。
潜
在
成
長
率
は
、
労
働
投
入
と
資
本

蓄
積
、
全
要
素
生
産
性
の
3
つ
の
要
素
の

伸
び
率
か
ら
成
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
国
の
人
口
減
少
は
急
速
な
高
齢
化
と

並
行
し
て
進
展
す
る
た
め
、
労
働
投
入
の

減
少
だ
け
で
な
く
、
貯
蓄
率
の
低
下
を
通

じ
て
、
資
本
蓄
積
の
伸
び
に
も
低
下
圧
力

が
か
か
る
。

労
働
投
入
に
つ
い
て
は
、
現
状
を
放
置

す
る
と
2
0
5
0
年
ま
で
に
労
働
力
人
口

が
2
0
0
0
万
人
減
少
す
る
と
さ
れ
て
お

り
、
相
当
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
。
1
つ

の
対
策
は
、
女
性
や
高
齢
者
、
外
国
人
の

活
躍
推
進
で
あ
る
。
性
別
や
年
齢
、
国
籍

で
差
別
す
る
こ
と
な
く
、
働
き
や
す
い
柔

軟
な
労
働
市
場
を
構
築
す
べ
き
だ
。
当
セ

ン
タ
ー
の
試
算
で
は
、
女
性
・
高
齢
者
・

外
国
人
の
活
躍
推
進
に
よ
っ
て
、
2
0
5

0
年
時
点
で
6
5
0
万
人
の
労
働
力
を
確

保
で
き
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
し
か
し
、

2
0
0
0
万
人
の
マ
イ
ナ
ス
を
相
殺
す
る

に
は
十
分
で
は
な
い
。

人
口
問
題
の
根
本
解
決
に
は
、
出
生
率

の
向
上
が
不
可
欠
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

の
た
め
に
は
相
当
な
財
源
が
必
要
に
な
る
。

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
合
計
特
殊
出
生
率
を

足
も
と
の
1
・
4
か
ら
2
・
1
に
ま
で
引

き
上
げ
る
た
め
に
は
、
13
兆
円
も
の
財
源

が
必
要
に
な
る
と
試
算
し
た
。
仮
に
消
費

税
率
10
％
以
上
へ
の
引
き
上
げ
を
行
わ
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
13
兆
円
の
財
源
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、
社
会
保
障
の
負
担
構
造

を
抜
本
的
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

当
セ
ン
タ
ー
は
、
具
体
的
な
財
源
捻
出

策
と
し
て
、
医
療
と
介
護
に
投
じ
ら
れ
て

い
る
公
費
負
担
を
す
べ
て
自
己
負
担
と
保

険
料
負
担
に
す
る
こ
と
で
22
兆
円
、
所
得

税
制
に
お
け
る
控
除
縮
小
・
税
率
引
き
上

げ
で
5
兆
円
、
あ
わ
せ
て
27
兆
円
を
確
保

す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
財
源
は
、
子
育

て
支
援
に
13
兆
円
充
当
す
る
ほ
か
、
基
礎

年
金
の
全
額
国
庫
負
担
化
に
14
兆
円
充
て

る
。
提
案
が
実
現
す
れ
ば
、
子
育
て
世
帯

の
所
得
が
30
万
〜
70
万
円
程
度
プ
ラ
ス
に

な
る
一
方
、
高
齢
者
な
ど
は
所
得
が
減
少

す
る
こ
と
に
な
る
。

社
会
保
障
の
改
革
は
、
国
民
の
反
発
が

大
き
い
と
思
う
が
、
今
の
社
会
保
障
制
度

に
は
大
き
な
世
代
間
格
差
が
あ
り
、
持
続

可
能
な
も
の
と
は
い
え
な
い
。
制
度
を
抜

本
的
に
見
直
し
、
世
代
間
の
不
平
等
を
是

正
す
べ
き
で
あ
る
。

■
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
生
産
性
の
向
上
を

人
口
減
少
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
軽
減
す

る
う
え
で
、
生
産
性
の
向
上
も
重
要
な
課

題
で
あ
る
。
日
本
の
労
働
生
産
性
は
他
の

先
進
国
よ
り
劣
る
と
さ
れ
て
お
り
、
米
国

の
7
割
以
下
と
の
分
析
も
あ
る
。
た
だ
、

そ
の
分
だ
け
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
す
る
余
力

が
残
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
2

0
1
5
年
を
他
の
先
進
国
に
追
い
つ
く
ジ

ャ
ン
プ
ス
タ
ー
ト
の
年
と
し
て
位
置
づ
け
、

新
た
な
成
長
経
路
へ
移
行
す
べ
き
で
あ
る
。

生
産
性
向
上
の
カ
ギ
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
。
こ
れ
ま
で
肉
体
労
働
の
機
械
化
が
進

ん
で
き
た
が
、
今
は
「
第
二
の
機
械
化
時

代
」
で
あ
り
、
人
工
知
能
が
高
度
に
発
達

し
、
頭
脳
労
働
の
機
械
化
が
進
ん
で
い
る
。

「
第
二
の
機
械
化
時
代
」
に
は
、
そ
れ
に

見
合
っ
た
産
業
構
造
に
移
行
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
る
う
え
で
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
普
及
時
の
対
応
は
反
省
材
料
に
な

る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
普
及
し
始
め
た
と
き
か
ら
、

米
国
で
は
労
働
生
産
性
の
伸
び
率
が
大
き

く
高
ま
っ
た
が
、
日
本
で
は
そ
う
し
た
傾

向
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
。
米
国
で
は
Ｉ
Ｃ

Ｔ
を
企
業
戦
略
の
中
核
に
位
置
づ
け
る
な

ど
、
積
極
的
に
活
用
し
て
き
た
。
他
方
、

日
本
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
コ
ス
ト
削
減
な
ど
の

合
理
化
の
み
に
用
い
て
き
た
た
め
、
画
期

的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
こ
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
は
、

産
業
界
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
が
不
可
欠
だ
。

今
後
の
経
団
連
の
活
動
に
期
待
し
た
い
。

講
演
後
、
子
育
て
支
援
の
財
源
捻
出
策

や
、
外
国
人
材
の
受
け
入
れ
な
ど
に
つ
い

て
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

日日
本本
経経
団団
連連

提提
言言
・
提提
案案
なな
どど

2015年春季労使交渉・中小企業業種別妥結結果（加重平均）
2015年8月7日

［最終集計］ （一社）日本経済団体連合会
2014年

アップ率
2．16
1．79
1．94
1．93
1．93
1．60
1．68
1．62
1．85
1．80
1．85
1．84
（1．81）
1．65
1．96
1．22
1．98
1．60
1．65
1．56
（1．60）
1．76
（1．75）

1．76
（1．72）
1．78
（1．77）
1．73
（1．75）

（注）1）本調査は、地方別経済団体の協力により、従業員数500人未満の
17業種741社を対象に実施

2）463社（62．5％）で妥結しているが、このうち2社は平均金額不
明等の為、集計より除外

3）上記妥結額は、定期昇給（賃金体系維持分）等を含む
4）（ ）内の数値は、単純平均
5）2014年の数値は、2014年7月31日付最終集計結果

妥結額
5，451
4，592
4，862
4，790
5，139
3，955
4，230
3，689
5，374
4，465
4，947
4，704
（4，561）
3，993
4，605
2，744
5，047
4，250
4，048
3，725
（3，809）
4，416
（4，324）

4，232
（4，190）
4，455
（4，378）
4，409
（4，404）

社数
13
116
27
13
40
15
17
20
8
29
29

327

44
3
45
14
13
31

150

477

148

237

92

2015年
アップ率
2．02
1．92
2．35
2．01
1．98
1．58
1．83
1．92
1．78
1．74
1．99
1．95
（1．86）
1．80
1．64
1．35
2．13
1．82
1．92
1．72
（1．67）
1．87
（1．79）

1．69
（1．65）
1．84
（1．81）
1．94
（1．96）

妥結額
5，242
4，970
6，223
4，842
5，072
3，755
4，653
4，415
4，957
4，417
5，569
5，013
（4，670）
4，434
4，439
3，021
5，410
5，022
4，751
4，164
（4，018）
4，702
（4，444）

4，067
（3，985）
4，591
（4，517）
4，989
（4，991）

社数
18
110
23
11
28
15
19
20
12
22
23

301

51
3
47
15
14
30

160

461

143

229

89

業 種

鉄鋼・非鉄金属
機 械 金 属
電 気 機 器
輸送用機器
化 学
紙・パルプ
窯 業
繊 維
印刷・出版
食 品
その他製造業

製 造 業 平 均

商 業
金 融
運輸・通信
土木・建設
ガス・電気
その他非製造業

非製造業平均

総 平 均

100人未満

100～300人
未 満
300～500人
未 満

製

造

業

非
製
造
業

規
模
別

％円社％円社
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七
月
二
八
日
〜
九
月
二
八
日

◆
七
・
二
八

第
八
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三
一

第
一
回
地
域
社
会
問
題

委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
四

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
六

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
四

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委

員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
八
・
二
六

第
五
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員

会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
四
〜
一
二

平
成
二
七
年
度
社

会
経
済
視
察
団
（
イ
タ
リ
ア
・
ギ
リ

シ
ャ
）

◆
九
・
一
五

第
一
回
少
子
高
齢
化
対

策
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
一
八

第
六
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
九
・
二
八

第
七
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

★
第
二
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

一
〇
月
一
日
㈭
一
三
時
三
〇

分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力

発
電
所

内
容

同
右
視
察
会
〜
安
全
性
対
策

の
進
捗
状
況
を
確
認
〜

★
第
二
回
人
事
労
務
委
員
会

日
時

一
〇
月
一
九
日
㈪
一
三
時
三

〇
分
〜
一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー
〜
働

き
方
改
革
先
進
事
例
に
学
ぶ

〜
「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制

▼
最
近
若
い
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
た
ち
を
前
に
、

「
戦
略
」
と
「
戦
術
」
の
講
話
を
行
っ
て
い

る
。
た
ま
た
ま
Ｔ
Ｖ
で
『
世
界
水
泳
ロ
シ
ア

大
会
』
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
ス
タ
ー
ト
は

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
だ

っ
た
。

団
体
競
技
で
は
こ
こ
八
年
間
メ
ダ

ル
を
取
得
出
来
ず
、
井
村
コ
ー
チ
を

中
国
か
ら
呼
び
戻
し
指
導
を
願
っ
て

四
競
技
で
銅
メ
ダ
ル
を
と
れ
た
。
こ

れ
は
メ
ダ
ル
を
と
ら
せ
る
こ
と
に
よ

り
自
信
を
も
た
せ
た
い
こ
と
が
必
要

と
感
じ
て
の
こ
と
で
も
あ
る
。
こ
の

競
技
が
終
了
し
井
村
コ
ー
チ
か
ら

「
戦
略
」
と
い
う
言
葉
が
出
て
き
た
。

▼
一
般
企
業
で
の
業
務
遂
行
で
も
、

シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ
で

も
全
く
同
様
な
事
を
再
確
認
し
た
一

瞬
の
出
来
事
だ
っ
た
。『
戦
略
』
と

は
ご
存
知
の
通
り
「
戦
い
に
勝
つ
た

め
の
大
局
的
な
方
策
」
で
あ
る
。『
戦

術
』と
は「
戦
い
の
具
体
的
な
術
策＝

戦
略
に
対
し
て
よ
り
実
際
的
・
部
分

的
な
も
の
」
と
辞
書
な
ど
に
は
記
し
て
あ
る
。

最
近
こ
の
戦
略
・
戦
術
の
著
し
い
低
下
が

企
業
の
業
務
遂
行
で
も
見
受
け
ら
れ
、
講
話

し
て
い
る
事
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

▼
今
回
の
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ
ミ
ン
グ

の
プ
ー
ル
、
会
場
は
非
常
に
大
き
く
競
技
審

判
員
の
採
点
に
通
常
会
場
と
の
相
違
点
を
井

村
コ
ー
チ
は
気
付
き
、
メ
ン
バ
ー
に
変
更
を

示
唆
し
た
。
こ
れ
が
「
戦
略
の
変
更
」
で
あ

り
「
洞
察
力
」
の
鋭
さ
で
あ
る
。
で
は
、
選

手
達
は
こ
の
変
更
を
「
戦
略
」
に
採
り
入
れ

て
い
く
事
が
果
た
し
て
可
能
だ
っ
た
か
？

井
村
コ
ー
チ
は
そ
れ
ら
を
見
越
し
て
練
習

訓
練
を
日
常
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
名
コ

ー
チ
た
る
所
以
で
も
あ
る
。
通
常
は
水
飛
沫

を
余
り
上
げ
ず
に
泳
ぐ
が
今
回
は
会
場
が
広

く
て
審
判
員
か
ら
見
え
づ
ら
い
の
で
、
思
い

き
っ
て
元
気
よ
く
水
飛
沫
を
上
げ
る
こ
と
に

さ
せ
た
。
そ
れ
な
り
の
体
力
も
付
け
さ
せ
て

い
た
し
、変
更
が
生
じ
て
も「
良
く
あ
る
事
」

と
対
応
能
力
も
磨
か
せ
て
あ

っ
た
ら
し
い
。

▼
ま
た
、
井
村
コ
ー
チ
は
面

白
い
話
を
し
て
い
た
。
各
国

選
手
を
指
導
し
た
り
見
た
り

し
て
い
る
と
国
民
性
を
痛
切

に
感
じ
る
ら
し
い
。
日
本
選

手
は
競
技
の
前
に
何
も
指
示

せ
ず
、
叱
咤
激
怒
し
な
い
と

真
の
実
力
が
発
揮
出
来
な
い

ら
し
い
。
怒
鳴
り
つ
け
『
や

っ
て
こ
い
！
』
と
い
う
と
や

れ
る
ら
し
い
。
中
国
人
は
練

習
時
間
通
り
に
ス
タ
ー
ト
し
、

練
習
が
終
わ
ら
な
い
と
ブ
ー

イ
ン
グ
だ
と
の
事
。
ス
ペ
イ

ン
選
手
は
普
段
の
練
習
な
ど

で
は
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
し
た
り
、

練
習
時
間
も
い
い
加
減
さ
が

多
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
い
ざ
本
番
と
な
る

と
実
力
を
何
も
言
わ
ず
と
も
発
揮
す
る
ら
し

い
。こ

の
話
を
聴
い
て
「
パ
ワ
ハ
ラ
」
を
思
い

出
し
た
。
こ
の
方
法
を
用
い
な
い
と
日
本
人

の
国
民
性
か
ら
考
え
る
と
一
般
業
務
遂
行
で

も
思
う
よ
う
に
動
い
て
く
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
？

全国ネットの人材情報で、
出出向向・・移移籍籍等等のの支支援援！！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http://www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

第206回

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

告

知

版

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受受入入企企業業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

セセンンタターー
情報の授受
相談など

送送出出企企業業
人人事事部部門門
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度
」
そ
の
他
「
最
近
の
労
働
行
政
施

策
の
動
向
等
」
に
つ
い
て
も
説
明

講
師

埼
玉
県
労
働
局
労
働
基
準
部
監
督
課

長

子
安
成
人
氏

同
右
健
康
安
全
課
長

布
施
武
雄
氏

同
右
職
業
安
定
部
需
給
調
整
事
業
課

長

菅
沼
敬
一
氏

同
右
職
業
対
策
課
雇
用
開
発
係
長

宮
崎
廣
志
氏

Ａ
Ｇ
Ｓ
㈱
営
業
統
括
部

坂
口
博
美

氏

★
理
事
会
・
臨
時
総
会

日
時

一
〇
月
二
一
日
㈬
一
四
時
〜
一
八
時

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

議
案
、
講
演
会
、
懇
親
会

講
師

東
京
理
科
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
研
究
科
教
授
・
一
橋
大
学
名
誉

教
授

伊
丹
敬
之
氏

★
新
入
社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

日
時

一
〇
月
二
二
日
㈭
九
時
三
〇
分
〜
一

六
時
四
五
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

入
社
後
の
仕
事
を
振
り
返
り
、
よ
り

良
い
仕
事
を
遂
行
す
る
た
め
の
考
え

方
や
ス
キ
ル
を
学
び
、
今
ま
で
以
上

に
積
極
的
に
仕
事
に
取
り
組
め
る
よ

う
、
意
欲
の
向
上
を
計
る

講
師

り
そ
な
総
合
研
究
所
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー

講
師

古
澤
美
奈
子
氏

★
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

日
時

一
〇
月
二
九
日
㈭
一
三
時
三
〇
〜
一

六
時
一
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

女
性
活
躍
推
進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

株
式
会
社
佐
々
木
常
夫
マ
ネ
ー
ジ
メ

ン
ト
・
リ
サ
ー
チ
代
表
取
締
役
・
元

東
レ
経
営
研
究
所
社
長
東
レ
経
営
研

究
所
研
究
部
長

佐
々
木
常
夫
氏

★
埼
玉
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時

一
一
月
二
日
㈪
一
三
時
三
〇
分
〜
一

八
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
・
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮

内
容

フ
ォ
ー
ラ
ム
「
女
性
の
活
躍
推
進
に

向
け
て
〜
女
性
リ
ー
ダ
ー
と
経
営
者

が
徹
底
討
論
」・
交
流
会

講
師

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
㈱
パ
ー
ト
ナ
ー
エ

グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
コ
ー
チ

加
地
照
子

氏

★
秋
季
西
部
地
区
協
議
会

日
時

一
一
月
五
日
㈭
一
五
時
〜
一
九
時
三

〇
分

会
場

セ
コ
ム
本
社

内
容

セ
コ
ム
が
考
え
る�
日
本
の
未
来
�を

体
験
す
る
〜
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
シ

ョ
ー
ル
ー
ム
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
視
察
会
、

同
社
伊
藤
博
社
長
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ

ョ
ン
、
セ
コ
ム
幹
部
社
員
と
の
懇
親

会

講
師

セ
コ
ム
㈱
代
表
取
締
役
社
長

伊
藤

博
氏

★
第
二
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
六
日
㈮
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

埼
玉
県
立
川
越
工
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

★
第
三
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

日
時

一
一
月
九
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時
三

〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

す
ぐ
そ
こ
に
あ
る
脅
威
〜
サ
イ
バ
ー

犯
罪
か
ら
会
社
を
守
る
た
め
に

講
師

埼
玉
県
警
察
本
部
生
活
安
全
部
サ
イ

バ
ー
犯
罪
対
策
課
調
査
官

藤
本
大

介
氏

一
般
社
団
法
人
Ｊ
Ｐ
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
経
営
企

画
室
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
サ
ポ
ー
ト

グ
ル
ー
プ
部
門
長
・
早
期
警
戒
グ
ル

ー
プ
担
当
部
門
長

村
上

晃
氏

★
第
三
回
産
業
教
育
委
員
会

日
時

一
一
月
一
一
日
㈬
一
三
時
〜
一
六
時

会
場

埼
玉
県
立
浦
和
商
業
高
校

内
容

教
育
現
場
の
視
察
と
意
見
交
換
会

★
第
二
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

一
一
月
一
八
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

民
間
ノ
ウ
ハ
ウ
に
よ
る
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
〜
公
共
施
設
の

建
替
・
更
新
、
運
営
・
維
持
管
理
に

関
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
の
獲
得

を
通
じ
企
業
成
長
に
つ
な
げ
る
〜

講
師

㈱
公
共
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
所

代

表
取
締
役

阿
部
博
人
氏

㈱
埼
玉
り
そ
な
銀
行
公
共
法
人
部
公

共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
室
室
長

池
原
賢
二
氏

★
も
の
つ
く
り
大
学
産
学
連
携
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
二
四
日
㈫
一
五
時
〜
一
八
時

三
〇
分

会
場

パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮

内
容

も
の
つ
く
り
大
学
「
中
小
企
業
現
場

活
性
化
支
援
事
業
」
の
ご
紹
介

★
第
9
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
一
月
二
五
日
㈬
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

吉
本
芸
人
と
し
て
学
ん
だ
�
や
る
気

を
引
き
出
す
ビ
ジ
ネ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
�

講
師

人
材
活
性
仕
掛
人

夏
川
立
也
氏

★
第
二
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

一
一
月
二
六
日
㈭
一
三
時
三
〇
分
〜

一
六
時
三
〇
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー

講
師

厚
生
労
働
省
職
業
安
定
局
雇
用
開
発

部
障
害
者
雇
用
対
策
課

埼
玉
県
障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
セ
ン
タ
ー
長

笹
川
俊
雄
氏

㈱
埼
玉
富
士
経
営
企
画
本
部
総
務
部

長

中

光
敏
氏

Ｓ
Ａ
Ｐ
ハ
ピ
ネ
ス
㈱
代
表
取
締
役

林

善
宏
氏

★
第
一
回
上
條
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会

日
時

一
一
月
二
七
日
㈮
九
時
一
〇
分
ス
タ

ー
ト

会
場

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
笹
井
コ
ー

ス

★
第
一
〇
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
一
日
㈫
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

リ
ス
ク
・
オ
ン
経
済
の
衝
撃
〜
日
本

再
生
の
方
程
式

講
師

㈱
第
一
生
命
経
済
研
究
所
特
別

顧
問
・
前
内
閣
府
事
務
次
官

松
元

崇
氏

★
第
一
一
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
三
日
㈭
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

税
で
日
本
は
よ
み
が
え
る
〜
成
長
力

を
高
め
る
改
革
と
は
？

講
師

中
央
大
学
法
科
大
学
院
教
授

森
信

茂
樹
氏

★
第
一
二
回
ト
ッ
プ
モ
ミ
ナ
ー

日
時

一
二
月
七
日
㈪
一
四
時
〜
一
六
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

内
容

戦
国
武
将
の
選
択
、
い
ま
決
め
な
け

れ
ば
生
き
残
れ
な
い
〜
通
説
か
ら
最

新
研
究
ま
で
気
鋭
の
歴
史
家
が
徹
底

解
説

講
師

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授

本
郷

和
人
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

社
会
福
祉
法
人
安
誠
福
祉
会

副
理
事
長

今
井

俊
行

桶
川
市
川
田
谷
四
九
四
八
―
一

電
話
〇
四
八
―
七
八
六
―
五
五
五
〇

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
七
〇
〇
名

介
護
施
設
事
業（
介
護
老
人
福
祉
施
設
）、

介
護
老
人
保
健
施
設
）、
通
所
介
護
事

業
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
事
業
、
訪
問
介
護

事
業
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
事
業

ヒ
ガ
ノ
㈱

代
表
取
締
役

日
向
野
吉
一

草
加
市
青
柳
三
―
二
四
―
七

電
話
〇
四
八
―
九
三
一
―
三
三
二
一

（
資
）
二
千
万
円

（
従
）
五
〇
名

金
属
製
品
製
造
業
・
倉
庫
業

〈
代
表
者
変
更
〉

㈱
ウ
エ
ル
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

髙
橋

行
憲
（
旧

儀
賀

一
郎
）

サ
イ
エ
ン
ス
㈱

代
表
取
締
役

桑
原

崇
（
旧

桑
原

克
己
）

一
般
財
団
法
人
さ
い
た
ま
住
宅
検
査
セ
ン

タ
ー理

事
長

栁
澤

一
正
（
旧

成
田

武
志
）

ニ
チ
バ
ン
プ
リ
ン
ト
㈱

代
表
取
締
役
社
長

高
橋

健
征
（
旧

竹
中

勇
雄
）

㈱
プ
ラ
コ
ー

代
表
取
締
役
社
長

黒
澤

秀
男
（
旧

権
田

和
睦
）

本
庄
ガ
ス
㈱

代
表
取
締
役
社
長

林

光
俊
（
旧

山
口

松
郎
）

㈱
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
・
エ
ガ
ワ

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤

宏
造
（
旧

江
川

哲
生
）

〈
社
名
変
更
〉

司
法
書
士
法
人
え
ん
道
グ
ル
ー
プ

（
旧

司
法
書
士
遠
藤
事
務
所
）

東
和
ア
ー
ク
ス
㈱

（
旧

東
和
産
業
㈱
）

〈
住
所
変
更
〉

ア
サ
ヒ
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
㈱

さ
い
た
ま
市
大
宮
区
桜
木
町
一
―

一
〇
―

一
七
シ
ー
ノ
大
宮
サ
ウ
ス
ウ
ィ
ン
グ
16
Ｆ

（
旧

比
企
郡
嵐
山
町
花
見
台
七
―

一
）

埼玉県経営者協会のホームページアドレス（URL）
http : //www.saitamakeikyo.or.jp/
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